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１
月
３
日（
日
）、八

東
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
で「
八
頭
町
成

人
式
」が
開
催
さ
れ
、久
し
ぶ
り
に
会
う
友
達
と
近
況
を
語

り
合
っ
た
り
、写
真
を
撮
り
合
う
な
ど
、に
ぎ
や
か
な
成
人

式
と
な
り
ま
し
た
。（
関
連
記
事
２
～
３
ｐ
）
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ごごごごごごごごごごごござざざざざざざざざざざざいいいいいいいいいいいいままままままままままままございますすすすすすすすすすすすす
大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人のののののののののののののののののののの仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入大人の仲間入りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり

式典では、新成人の代表が「本物の夢や希望を追いかけ、これか
らの人生を強く歩んでいくことを誓います」と「はたちの決意」を
述べ、平木町長から「これからの人生に誇りと責任を持って前進
してください」と、はなむけの言葉が贈られました。新成人の皆さ
んの活躍が期待されます。

郡家地域男性

郡家地域女性
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おおおおおおおおおおおおめめめめめめめめめめめめででででででででででででととととととととととととううううううううううううおめでとう
222222222222222222226666666666666666666666666666666666666666266人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人ががががががががががががががががががががが

1月3日(日)八東体育文化センターで平成22年八頭町成人式
が開催され、新成人の門出を祝いました。

今年の新成人対象者は、平成元年4月2日から平成2年4月1日
までに生まれた、男性131人、女性135人の合計266人（郡家地
域132人、船岡地域59人、八東地域75人）です。

八東地域

船岡地域
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所
得
税
の
確
定
申
告
並
び
に
住
民
税
の
申
告
相
談
を
２
月

日
16

（
火
）か
ら
３
月

日（
月
）ま
で
行
い
ま
す
。

15

こ
の
申
告
に
基
づ
き
平
成

年
度
の
住
民
税
、
国
民
健
康
保
険

22

税
、
介
護
保
険
料
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
な
ど
の
算
定
が
行
わ

れ
ま
す
。

申
告
を
し
な
い
と
所
得
が
不
明
な
た
め
、保
険
料（
税
）の
減
額
措

置
が
受
け
ら
れ
な
い
ほ
か
、所
得
証
明
な
ど
の
発
行
が
で
き
な
く
な

り
ま
す
。

所
得
税
・
住
民
税
の
申
告
は
、次
の
事
項
を
確
認
し
て
申
告
し
ま

し
ょ
う
。

所所所所所所所所所所所所所所所所
得得得得得得得得得得得得得得得得
税税税税税税税税税税税税税税税税
のののののののののののののののの
申申申申申申申申申申申申申申申申
告告告告告告告告告告告告告告告告
相相相相相相相相相相相相相相相相

所
得
税
の
申
告
相
談談談談談談談談談談談談談談談談談

申
告
相
談
は
別
記
日
程
表
の
と
お
り
各

地
域
ご
と
に
会
場
を
設
置
し
て
い
ま
す
の

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
申
告
相
談
を
お

願
い
し
ま
す
。
な
お
、
対
象
地
域
以
外
の

方
も
受
け
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の

で
、
都
合
の
つ
く
時
に
申
告
を
し
て
く
だ

さ
い
。

ま
た
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
所

得
税
の
確
定
申
告
が
便
利
で
す
の
で
、
ぜ

ひ
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

申申申申申申申申申申申申申申申申
告告告告告告告告告告告告告告告告
がががががががががががががががが
必必必必必必必必必必必必必必必必
要要要要要要要要要要要要要要要要
なななななななななななななななな

申
告
が
必
要
な
人人人人人人人人人人人人人人人人人

●
一
般
の
人

事
業
所
得
（
農
業
、
営
業
、
大
工
、
開

業
医
な
ど
）、
不
動
産
所
得
（
地
代
、
家
賃

な
ど
）、
譲
渡
所
得
（
不
動
産
の
売
却
な

◎
給
与
以
外
の
所
得
（
農
業
所
得
な
ど
）

が

万
円
を
超
え
る
人
。

20

◎
２
カ
所
以
上
か
ら
給
与
を
受
け
て
い
る

人
。

◎
年
末
調
整
が
さ
れ
て
い
な
い
人
。

住住住住住住住住住住住住住住住住
民民民民民民民民民民民民民民民民
税税税税税税税税税税税税税税税税
のののののののののののののののの
申申申申申申申申申申申申申申申申
告告告告告告告告告告告告告告告告
相相相相相相相相相相相相相相相相

住
民
税
の
申
告
相
談談談談談談談談談談談談談談談談談

住
民
税
の
申
告
相
談
も
同
時
に
別
記
日

程
表
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。
日
時
・
場

所
等
を
お
確
か
め
の
う
え
会
場
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

●
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

◎
平
成

年
中
に
給
与
以
外
の
所
得
が

21

あ
っ
た
人
。

◎
２
カ
所
以
上
か
ら
給
与
を
受
け
、
年
末

調
整
が
さ
れ
て
い
な
い
人
。

●
申
告
を
し
な
く
て
も
よ
い
人

◎
所
得
税
の
確
定
申
告
を
さ
れ
た
人
。

◎
給
与
所
得
だ
け
の
人
で
事
業
所
か
ら
源

泉
徴
収
（
年
末
調
整
）
さ
れ
、
そ
の
給

与
支
払
報
告
書
が
町
に
提
出
さ
れ
て
い

る
人
。

◎
平
成

年
中
の
収
入
が
な
か
っ
た
人
。

21

（
国
保
・
介
護
・
後
期
高
齢
者
保
険
加
入

者
の
場
合
、
軽
減
等
の
判
定
に
必
要
で

す
の
で
、
収
入
が
な
い
場
合
で
も
申
告

が
必
要
で
す
。）

ど
）、
給
与
所
得
、
雑
所
得
（
公
的
年
金
な

ど
）
等
の
あ
る
人
は
、
こ
れ
ら
の
所
得
金

額
の
合
計
が
、
基
礎
控
除
や
扶
養
控
除
な

ど
の
所
得
控
除
額
の
合
計
額
を
超
え
る
場

合
に
お
い
て
、
超
え
た
部
分
に
対
す
る
税

額
が
税
額
控
除
（
配
当
控
除
な
ど
）
の
額

を
超
え
る
人
は
、
必
ず
申
告
を
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

昨
年
、
新
し
く
開
業
さ
れ
た
人
や
前
年

ま
で
申
告
義
務
の
な
か
っ
た
人
は
、
も
う

一
度
所
得
を
確
か
め
て
み
て
く
だ
さ
い
。

●
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
（
給
与
所
得
の
み
）
の

場
合
、
所
得
税
は
事
業
所
に
お
い
て
年
末

調
整
に
よ
っ
て
精
算
さ
れ
、
確
定
申
告
の

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
次
の
よ
う
な
人

は
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

◎
給
与
の
年
収
が
２
千
万
円
を
超
え
る

人
。

釜 鎌鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄

釜 鎌鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄
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蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎

農業所得の申告は、
収支計算による申告を

蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎

医療費控除を受ける時、
事前に領収書の整理を

蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎

住宅借入金等特別控除
(住宅ローン控除)について

⑦
住
宅
借
入
金
等
控
除
を
受
け
る
人
は
、

登
記
簿
謄
本
、
住
民
票
の
写
し
、
建
築

工
事
の
請
負
契
約
書
ま
た
は
売
買
契
約

書
、
住
宅
取
得
資
金
に
係
る
借
入
金
の

年
末
残
高
証
明
書
。

⑧
所
得
税
の
振
替
納
税
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
金
融
機
関
の
普
通
口
座
番
号
が
わ

か
る
も
の
（
預
金
通
帳
な
ど
）。

申申申申申申申申申申申申申申申申
告告告告告告告告告告告告告告告告
のののののののののののののののの
相相相相相相相相相相相相相相相相
談談談談談談談談談談談談談談談談

申
告
の
相
談
ははははははははははははははははは

申
告
に
つ
い
て
の
相
談
は
、
鳥
取
税
務

署
（
緯
０
８
５
７－
－

２
１
４
１
）
か
、

２２

役
場
税
務
課
ま
た
は
各
支
所
住
民
課
に
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

役
場
税
務
課

緯

－

0
2
0
4

76

船
岡
支
所
住
民
課

緯

－

0
0
4
4

72

八
東
支
所
住
民
課

緯

－

1
2
2
2

84

申申申申申申申申申申申申申申申申
告告告告告告告告告告告告告告告告
相相相相相相相相相相相相相相相相
談談談談談談談談談談談談談談談談
にににににににににににににににに
おおおおおおおおおおおおおおおお
忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘忘
れれれれれれれれれれれれれれれれ
なななななななななななななななな
くくくくくくくくくくくくくくくく

申
告
相
談
に
お
忘
れ
な
く
！！！！！！！！！！！！！！！！！

申
告
に
は
、
次
の
も
の
を
忘
れ
な
い
で

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

①
所
得
税
の
申
告
書
が
家
に
届
い
て
い
る

人
は
必
ず
そ
の
申
告
書
。

②
印
鑑
。

③
事
業
（
農
業
）
所
得
な
ど
の
あ
る
人
は
、

収
入
、
仕
入
れ
、
経
費
の
わ
か
る
も
の

（
集
計
済
み
の
も
の
）。

④
給
与
、
年
金
な
ど
の
あ
る
人
は
源
泉
徴

収
票
（
本
人
交
付
分
）
ま
た
は
支
払
証

明
書
。

⑤
医
療
費
控
除
を
受
け
る
人
は
、
支
払
っ

た
医
療
費
の
領
収
書
、
保
険
な
ど
で
補

て
ん
さ
れ
る
金
額
の
明
細
書
。

⑥
生
命
保
険
料
及
び
地
震
保
険
料
控
除
を

受
け
る
人
は
、
支
払
保
険
料
の
証
明
書
。

宇平成21年中に新たに住宅を新築、
取得し、入居された方
必ず所得税確定申告をして「住宅借

入金等特別控除」を受けて下さい。こ

の申告をしていただくことにより所得

税から引ききれない控除額があった場

合に住民税から引くことが出来る場合

があります。

宇平成11～18年中に入居した方の
住民税控除
これまで所得税で引ききれない住宅

ローン控除額がある場合には、住民税

の住宅取得控除申告書を提出していた

だく必要がありましたが、平成22年度

住民税より特別な場合（退職所得や山

林所得がある方など）を除きこの申告

は不用となりました。

医療費控除を受けようとする人は、以下のことをお願

いします。

○領収書の日付を確認してください。
（平成21年中のものが対象です）
○領収書は、医院・診療所ごとにまとめ、最後に全体の
合計金額を計算してください。

※申告書への添付書類は、税務署、役場税務課、各支所住民課に

あります。申告時の混雑を避けるため、事前に整理してください。

申告に備えて、農協営農口座取引

の年集計表や現金取引領収書の整理

をして集計表に記入をお願いします。

今回から収支による申告をされる

農家で、収入及び支出の計上方法等、

不明な点がありましたら、税務署か

役場税務課、各支所住民課までお気

軽にご相談ください。
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所得税､住民税申告相談日程所得税､住民税申告相談日程表表
日時と会場をよくご確認のうえ、各会場においでください日時と会場をよくご確認のうえ、各会場においでください。。

八 東 地 域船 岡 地 域郡 家 地 域
期日・時間

対象集落会 場対象集落会 場対象集落会 場

安井宿､桜ヶ丘安部地区
公民館大江大江地区

公民館
落岩､山志谷､麻生中私都

改善センター
午前2月16日

（火） 姫路､明辺､福地､野町午後
新興寺安部地区

公民館下野､橋本大江地区
公民館

覚王寺､下津黒､別府､篠波中私都
改善センター

午前2月17日
（水） 小別府上津黒､市場､東市場午後

上日下部安部地区
公民館塩上､水口済美地区

公民館
延命寺､上大坪､下大坪､奥山上､口山上中私都

改善センター
午前2月18日

(木) 下日下部上峰寺､下峰寺､山田､山路､花原午後
皆原八東

公民館船岡殿済美地区
公民館

池田､万代寺､上万代寺国中
改善センター

午前2月19日
(金) 東一､東二土師百井､土師百井二､石田百井午後

鍛冶屋以奥八東
公民館

志子部､
見槻､西谷

隼
水泳会館

久能寺､緑ヶ丘国中
改善センター

午前2月22日
(月) 三浦米岡､国中一区､国中二区午後

才代一八東
公民館

見槻中､
隼郡家

隼
水泳会館

大門､花､郡家殿大御門
体育センター

午前2月23日
(火) 才代二､才代団地市谷､西御門午後

茂田八東
公民館隼福隼

水泳会館
郡家東区､郡家中区郡家

保健センター
午前2月24日

(水) 横田､竹市郡家西区､郡家北区午後
岩渕八東

公民館
福井､上野､
上野上

隼
水泳会館

南ヶ丘､ 塚､さくら台郡家
保健センター

午前2月25日
(木) 佐崎福本､賀茂町､天王木､さつきヶ丘午後

用呂八東体育
文化センター坂町船岡

公民館
宮谷､カーサこおげ､ドミールこおげ郡家

保健センター
午前2月26日

(金) 下門尾､フローラル､門尾午後

日田八東体育
文化センター下町船岡

公民館
井古､稲荷､下坂､奥谷郡家

保健センター
午前3月1日

(月) 堀越､宝､若葉午後

北山八東体育
文化センター上町､下濃船岡

公民館
落岩､山志谷､麻生郡家

保健センター
午前3月2日

(火) 姫路､明辺､福地､野町午後

下徳丸八東体育
文化センター坂田､薬師船岡

公民館
覚王寺､下津黒､別府､篠波郡家

保健センター
午前3月3日

(水) 上津黒､市場､東市場午後
重枝八東体育

文化センター丸山船岡
公民館

延命寺､上大坪､下大坪､奥山上､口山上郡家
保健センター

午前3月4日
(木) 上徳丸上峰寺､下峰寺､山田､山路､花原午後

富枝八東体育
文化センター新庄､破岩船岡

公民館
池田､万代寺､上万代寺郡家

保健センター
午前3月5日

(金) 細見土師百井､土師百井二､石田百井午後
中八東体育

文化センター予備日船岡
公民館

久能寺､緑ヶ丘郡家
保健センター

午前3月8日
(月) 島米岡､国中一区､国中二区午後

稗谷、南団地八東体育
文化センター予備日船岡

公民館
大門､花､郡家殿郡家

保健センター
午前3月9日

(火) 志谷市谷､西御門午後
中南八東体育

文化センター予備日船岡
公民館

郡家東区､郡家中区郡家
保健センター

午前3月10日
(水) 上南、下南郡家西区､郡家北区午後

予備日八東体育
文化センター予備日船岡

公民館
南ヶ丘､ 塚､さくら台郡家

保健センター
午前3月11日

(木) 福本､賀茂町､天王木､さつきヶ丘午後

予備日八東体育
文化センター予備日船岡

公民館
宮谷､カーサこおげ､ドミールこおげ郡家

保健センター
午前3月12日

(金) 下門尾､フローラル､門尾午後

予備日八東体育
文化センター予備日船岡

公民館
井古､稲荷､下坂､奥谷郡家

保健センター
午前3月15日

(月) 堀越､宝､若葉午後

受付時間 午前…９時00分から11時30分まで。 午後…１時00分から４時00分まで。
※対象集落以外の方の申告も受け付けることができますので､都合の良い時に申告をしてください。
※鳥取税務署では､２月21日及び２月28日の日曜日も申告の相談や申告書受付を行います。
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蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎
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蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎
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八
頭
町
で
は
、
情
報
通
信
格
差
を
解
消
す
る
た
め
、
八
頭
町
内
の
す
べ
て
の
地
域

に
光
ケ
ー
ブ
ル
を
整
備
し
、
公
設
民
営
方
式
（
町
が
光
ケ
ー
ブ
ル
を
整
備
し
、
施
設

の
運
営
は
民
間
事
業
者
が
行
う
）
で
、
放
送
事
業
は
「
全
関
西
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

ジ
ョ
ン
（
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｖ
）」、
通
信
事
業
は
「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
」
が
運
営
事
業
者
（
内

定
）
に
決
定
し
、
総
務
省
か
ら
交
付
決
定
が
あ
り
次
第
、
事
業
に
取
り
組
む
旨
の
こ

と
を
先
月
号
の
広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。

今
月
号
か
ら
、
事
業
の
内
容
、
光
の
魅
力
、
経
費
な
ど
に
つ
い
て
、
Ｑ
＆
Ａ
方
式

で
少
し
ず
つ
説
明
し
ま
す
の
で
、
事
業
の
推
進
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

Ｑ
１

な
ぜ
、
急
に
光
ケ
ー
ブ
ル
を

整
備
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
？

平
成

年
春
に
国
か
ら
打
ち
出

21

さ
れ
た
経
済
危
機
対
策
関
連
予
算

に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の
交
付
金
支
援

と
比
べ
大
幅
に
町
の
事
業
費
負
担

が
少
な
く
な
っ
た
た
め
で
す
。

（
従
前
の
町
負
担
）

約
６
億
６
千
万
円

郭

（
今
回
の
町
負
担
）

約
４
千
万
円

Ｑ
２

県
内
の
光
ケ
ー
ブ
ル
の
整

備
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
？

平
成

年
秋
の
住
民
説
明
会
の

20

時
は
八
頭
町
、
若
桜
町
、
智
頭
町
、

江
府
町
、
日
野
町
の
５
町
が
未
整
備

で
し
た
。

今
回
の
経
済
危
機
対
策
関
連
予

算
に
よ
り
若
桜
町
、
智
頭
町
、
江
府

町
の
３
町
は
、
通
信
サ
ー
ビ
ス
を
中

心
に
整
備
さ
れ
る
予
定
で
す
し
、
日

野
町
は
、
携
帯
電
話
不
感
地
域
解
消

の
整
備
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

Ｑ
３

光
ケ
ー
ブ
ル
の
整
備
で
何

が
出
来
る
の

①
安
定
し
た
速
度
を
発
揮
す
る
「
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
」
が
利
用
で
き
ま

す
。

②
現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
固
定
電

話
番
号
が
そ
の
ま
ま
活
用
で
き
、

通
話
料
金
が
お
得
な
「
ひ
か
り
電

話
」
が
利
用
で
き
ま
す
。

③
専
門
チ
ャ
ン
ネ
ル
や
ビ
デ
オ
が

テ
レ
ビ
で
楽
し
め
る
「
ブ
ロ
ー
ド

バ
ン
ド
映
像
サ
ー
ビ
ス
」
が
利
用

で
き
ま
す
。

④
町
内
の
携
帯
電
話
不
感
地
域
の

解
消
が
図
ら
れ
ま
す
。

⑤
今
後
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
展
開

を
進
め
る
上
で
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

網
の
基
盤
づ
く
り
と
な
り
ま
す
。

Ｑ
４

詳
し
い
説
明
は
あ
る
の
？

５
月
ご
ろ
か
ら
、
集
落
単
位
で

サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
者
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
及

び
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｖ
）
と
一
緒
に
、
サ
ー
ビ

ス
内
容
、
料
金
形
態
な
ど
を
説
明
す

る
「
住
民
説
明
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

Ｑ
５

光
ケ
ー
ブ
ル
は
不
要
だ
が
、

何
か
し
な
い
と
い
け
な
い
の
？

皆
さ
ん
の
お
宅
の
外
壁
に
Ｖ
―

Ｏ
Ｎ
Ｕ
ボ
ッ
ク
ス
と
い
う
箱
を
取

り
付
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
箱
か
ら
宅
内
の
防
災

行
政
無
線
機
に
同
軸
ケ
ー
ブ
ル
を

つ
な
ぎ
ま
す
。
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

Ｑ
６

工
事
の
予
定
は
？

秋
ご
ろ
ま
で
に
町
内
に
光
ケ
ー

ブ
ル
を
張
り
巡
ら
せ
、
秋
か
ら
冬
に

皆
様
方
の
お
宅
に
Ｖ
―
Ｏ
Ｎ
Ｕ

ボ
ッ
ク
ス
の
取
り
付
け
と
各
サ
ー

ビ
ス
加
入
者
宅
へ
の
宅
内
配
線
工

事
、
ま
た
、
防
災
行
政
無
線
機
へ
の

接
続
工
事
を
行
う
予
定
で
す
。

Ｑ
７

光
ケ
ー
ブ
ル
は
、
い
つ
か
ら

利
用
で
き
る
の
？

平
成

年
４
月
か
ら
サ
ー
ビ
ス

23

の
利
用
が
出
来
る
予
定
で
す
。
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防防防防防防防防防防防防防防防防
火火火火火火火火火火火火火火火火
活活活活活活活活活活活活活活活活
動動動動動動動動動動動動動動動動
へへへへへへへへへへへへへへへへ
のののののののののののののののの
決決決決決決決決決決決決決決決決
意意意意意意意意意意意意意意意意
をををををををををををををををを
新新新新新新新新新新新新新新新新
たたたたたたたたたたたたたたたた
にににににににににににににににに
八八八八八八八八八八八八八八八八
頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭
町町町町町町町町町町町町町町町町
消消消消消消消消消消消消消消消消
防防防防防防防防防防防防防防防防
団団団団団団団団団団団団団団団団
出出出出出出出出出出出出出出出出
初初初初初初初初初初初初初初初初

防
火
活
動
へ
の
決
意
を
新
た
に
八
頭
町
消
防
団
出
初
式式式式式式式式式式式式式式式式式

１
月

日
（
日
）
船
岡
公
民
館
で
平
成

10

年
八
頭
町
消
防
団
出
初
式
が
開
催
さ
れ

22ま
し
た
。

式
で
は
、
平
木
町
長
の
あ
い
さ
つ
、
林

統
括
団
長
の
訓
示
、
そ
し
て
、
来
賓
の
方
々

か
ら
、
日
ご
ろ
の
消
防
活
動
に
対
す
る
感

謝
の
こ
と
ば
と
、
激
励
を
受
け
ま
し
た
。

ま
た
、
各
種
表
彰
の
授
与
及
び
伝
達
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
、
上
町
地
内
の
見
槻
川
堤

防
で
、
八
頭
消
防
署
と
八
頭
町
消
防
団

が
、
新
春
の
一
斉
放
水
を
行
い
、
今
年
一

年
の
防
火
活
動
に
努
め
る
決
意
を
新
た
に

し
ま
し
た
。

表
彰
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

伝達を受ける花原副団長

上野地区で一斉放水

建
東
部
地
区
消
防
協
会
表
彰

【
功
労
章
】

竹
村

修
治
（
郡
家
地
区
第
１
分
団
）

遠
藤

教
浩
（
郡
家
地
区
第
１
分
団
）

森
田

俊
之
（
郡
家
地
区
第
２
分
団
）

富
士
原
繁
美
（
八
東
地
区
第
１
分
団
）

【
勤
続
章
】

浦
林

雅
樹
（
郡
家
地
区
第
１
分
団
）

小
出
振
一
郎
（
郡
家
地
区
第
２
分
団
）

安
部

泰
己
（
郡
家
地
区
第
３
分
団
）

前
場

則
彦
（
船
岡
地
区
第
２
分
団
）

朝
倉

昭
人
（
八
東
地
区
第
２
分
団
）

建
八
頭
町
消
防
団
表
彰

【
勤
続
章
】

大
坪

慶
喜
（
郡
家
地
区
第
２
分
団
）

中
田

孔
明
（
役
場
分
団
）

【
功
績
章
】

三
浅

隆
則
（
郡
家
地
区
第
２
分
団
）

冨
山

和
昭
（
船
岡
地
区
第
１
分
団
）

奥
井

孝
（
船
岡
地
区
第
２
分
団
）

入
江

則
行
（
八
東
地
区
第
３
分
団
）

建
鳥
取
県
消
防
表
彰

【
功
労
章
】

花
原

義
徳
（
船
岡
地
区
副
団
長
）

【
功
績
章
】

安
藤

博
昭
（
郡
家
地
区
副
団
長
）

井
上

寿
光
（
郡
家
地
区
第
３
分
団
）

木
原

俊
輔
（
八
東
地
区
第
３
分
団
）

建
鳥
取
県
消
防
協
会
表
彰

【
功
績
章
】

森
田

俊
之
（
郡
家
地
区
第
２
分
団
）

【
勤
続
章
】

中
嶋

喜
信
（
郡
家
地
区
第
１
分
団
）

石
井

満
（
八
東
地
区
第
１
分
団
）

坂
本

寿
裕
（
八
東
地
区
第
２
分
団
）
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「「「「「「「「「「「「「「「「
隼隼隼隼隼隼隼隼隼隼隼隼隼隼隼隼
駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅
開開開開開開開開開開開開開開開開

「
隼
駅
開
通通通通通通通通通通通通通通通通通

周周周周周周周周周周周周周周周周
年年年年年年年年年年年年年年年年
記記記記記記記記記記記記記記記記
念念念念念念念念念念念念念念念念
まままままままままままままままま
つつつつつつつつつつつつつつつつ
りりりりりりりりりりりりりりりり
」」」」」」」」」」」」」」」」
をををををををををををををををを
開開開開開開開開開開開開開開開開

周
年
記
念
ま
つ
り
」
を
開
催催催催催催催催催催催催催催催催催

8888888888888888000000000000000080

開
け
る
「
鏡
開
き
」
を
行
い
、

周
年
を

80

祝
い
ま
し
た
。

ま
つ
り
に
は
、
地
元
住
民
を
は
じ
め
、

カ
メ
ラ
を
持
っ
た
「
鉄
道
マ
ニ
ア
」
ら
が

若
桜
鉄
道
を
利
用
し
て
訪
れ
、
た
く
さ
ん

の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
日
、
テ
レ
ビ
東
京
制
作
の

「
土
曜
ス
ペ
シ
ャ
ル
」
と
い
う
番
組
（
八
頭

町
で
は
放
送
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
）
が
若
桜

鉄
道
の
取
材
に
き
て
お
り
、
楽
天
イ
ー
グ

ル
ス
初
代
監
督
の
田
尾
安
志
さ
ん
と
タ
レ

ン
ト
の
酒
井
敏
也
さ
ん
が
「
隼
駅
」
と

「
ま
つ
り
」
を
取
材
さ
れ
ま
し
た
。

全
国
放
送
に
よ
り
、
隼
駅
が
観
光
ス

ポ
ッ
ト
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 左から、酒井敏也さん、西村昭二会長、田尾安志さん

旧
国
鉄
若
桜
線
は
、
昭
和
５
年

月
１

12

日
に
郡
家
駅
～
若
桜
駅
間
の
全
線
が
開
通

し
ま
し
た
が
、
そ
れ
よ
り
一
足
早
い
、
昭

和
５
年
１
月

日
か
ら
、
郡
家
駅
～
隼
駅

20

間
で
運
転
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
郡
家
駅
～
隼
駅
間
の
営
業
開
始

か
ら
、

周
年
の
節
目
を
迎
え
、
こ
れ
を

80

偐
み
ん
な
で
祝
お
う
做
と
「
隼
駅
を
守
る

会
」（
会
長

西
村
昭
二
隼
地
区
公
民
館

長
）
主
催
に
よ
る
「
隼
駅
開
通

周
年
記

80

念
ま
つ
り
」
が
、
１
月

日
（
日
）、
若
桜

17

鉄
道
「
隼
駅
」
周
辺
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
主
催
者
の
西
村
会
長
と
来

賓
の
平
木
町
長
ら
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、

続
い
て
、
酒
樽
の
蓋
を
木
づ
ち
で
叩
い
て

ふ
た

鏡開きで80周年を祝う

八八八八八八八八八八八八八八八八
頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭
町町町町町町町町町町町町町町町町
観観観観観観観観観観観観観観観観
光光光光光光光光光光光光光光光光
ママママママママママママママママ
イイイイイイイイイイイイイイイイ
スススススススススススススススス
タタタタタタタタタタタタタタタタ
ーーーーーーーーーーーーーーーー
誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕

八
頭
町
観
光
マ
イ
ス
タ
ー
誕
生生生生生生生生生生生生生生生生生

八
頭
町
観
光
協
会
は
、
観
光
素
材
の
磨

き
上
げ
、
ま
た
観
光
客
の
誘
客
を
図
る
た

め
、

月
か
ら
４
回
に
わ
た
り
八
頭
町
観

11

光
大
学
を
開
催
し
、
受
講
者

名
に
よ
る

18

観
光
マ
イ
ス
タ
ー
（
観
光
の
達
人
の
意
）

が
誕
生
し
ま
し
た
。

観
光
大
学
で
は
、「
八
頭
町
の
史
跡
・
名

勝
に
つ
い
て
」
八
頭
町
郷
土
歴
史
研
究
会

会
長
代
行
ら
の
講
義
や
白
兎
神
社
、
能
引

寺
、
清
徳
寺
、
矢
部
家
住
宅
を
巡
る
現
地

研
修
を
行
な
い
町
内
の
観
光
資
源
の
再
確

認
を
行
い
ま
し
た
。

観
光
マ
イ
ス
タ
ー
は
、
今
後
さ
ら
に
各

名
勝
・
史
跡
を
観
光
客
に
案
内
で
き
る
よ

う
研
修
を
重
ね
て
行
く
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。
今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

福本の白兎神社で現地研修

イイイイイイイイイイイイイイイイ
ルルルルルルルルルルルルルルルル
ミミミミミミミミミミミミミミミミ
ネネネネネネネネネネネネネネネネ
ーーーーーーーーーーーーーーーー
シシシシシシシシシシシシシシシシ
ョョョョョョョョョョョョョョョョ
ンンンンンンンンンンンンンンンン
ココココココココココココココココ
ンンンンンンンンンンンンンンンン
テテテテテテテテテテテテテテテテ
スススススススススススススススス

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
テ
ス
トトトトトトトトトトトトトトトトト

近
年
、
八
頭
町
内
の
個
人
宅
、
店
舗
、

広
場
等
で
素
敵
な
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が

多
く
飾
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ

こ
で
、
八
頭
町
観
光
協
会
で
は
、
地
域
の

活
性
化
を
目
指
し
て
、「
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

八
頭
町
」
を
開
催

in

し
、
町
内
の
個
人
、
団
体
か
ら
募
集
し
た

と
こ
ろ

点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
厳

17

正
な
る
審
査
の
結
果
次
の
方
が
入
賞
さ
れ

ま
し
た
。
寒
い
季
節
に
人
々
の
心
を
こ
の

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
温
か
く
し
て
く
れ

た
こ
と
で
し
ょ
う
。（
敬
称
略
）

最
優
秀
賞

市
村

博
（
大
坪
）

優

秀

賞

岸
田

哲
夫
（
奥
谷
）

佳

作

平
木

文
子
（
大
門
）

〃

徳
丸
青
年
団
（
徳
丸
）

最優秀作品



102010.２

「
部
落
差
別
」。
こ
の
言
い
方
は
、
少
し

お
か
し
い
と
気
付
い
た
。
他
の
差
別
は
、

差
別
さ
れ
る
人
を
指
す
言
葉
を
前
に
持
っ

て
き
て
い
る
。
こ
の
言
い
方
を
す
れ
ば

「
部
落
出
身
者
差
別
」
と
か
「
同
和
地
区

出
身
者
差
別
」と
言
う
べ
き
で
あ
る
。「
部

落
差
別
」
と
い
う
言
い
方
に
、
疑
問
を
い

だ
く
人
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。
何
故
だ
ろ

う
か
。

そ
も
そ
も
、
同
和
地
区
出
身
者
、
部
落

出
身
者
と
い
う
の
は
誰
の
こ
と
を
言
う
の

か
？
皆
さ
ん
に
考
え
て
も
ら
う
ヒ
ン
ト
と

し
て
、
二
つ
の
質
問
を
し
ま
す
。

第
１
問
、
あ
な
た
は
自
分
の
こ
と
を
同

和
地
区
出
身
者
だ
と
思
わ
れ
ま
す
か
？

第
２
問
、
第
１
問
の
答
え
は
何
を
基
準

に
判
断
さ
れ
ま
し
た
か
？

何
か
に
線
を
引
き
、
自
分
は
、
そ
の
線

の
内
側
か
、
外
側
か
と
い
う
こ
と
で
判
断

さ
れ
た
と
思
う
。「
ど
ん
な
線
を
引
い
た

の
か
」
こ
れ
が
「
部
落
出
身
者
と
は
誰
の

こ
と
？
」
と
い
う
こ
と
の
答
え
で
あ
る
。

２
０
０
５
年
の
大
阪
府
民
意
識
調
査
で

「
世
間
の
人
が
、
同
和
地
区
出
身
者
か
ど

う
か
判
断
す
る
理
由
は
何
だ
と
思
い
ま
す

か
？
（
複
数
回
答
可
）」
と
尋
ね
て
み
た
。

一
番
多
か
っ
た
の
は
、
本
人
が
現
在
同
和

地
区
に
住
ん
で
い
る

％
、
２
番
目
が
、

５０

本
人
の
本
籍
地
が
同
和
地
区
に
あ
る
と
答

え
た
人

％
、
次
に
本
人
の
出
生
地
が
同

３８

和
地
区
、
父
母
あ
る
い
は
祖
父
母
が
同
和

地
区
に
住
ん
で
い
る
。
さ
ら
に
は
父
母
あ

る
い
は
祖
父
母
の
本
籍
地
、
父
母
あ
る
い

は
祖
父
母
の
出
生
地
と
続
く
。

こ
の
調
査
で
分
か
っ
た
こ
と
は
、
す
べ

て
の
選
択
肢
が
土
地
に
つ
な
が
っ
て
い

る
。
つ
ま
り
、
同
和
地
区
と
い
う
所
に
、

生
ま
れ
た
と
か
、
育
っ
た
と
か
、
住
ん
で

い
る
と
か
、
縁
や
ゆ
か
り
が
あ
る
か
で
世

間
は
判
断
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。

人
に
よ
っ
て
部
落
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
は

違
う
。
し
か
し
、
部
落
と
さ
れ
た
土
地
と

関
わ
り
の
あ
る
人
だ
と
い
う
意
味
で
は
共

通
し
て
い
る
か
ら
「
部
落
差
別
」
と
い
う

言
い
方
が
、
最
初
の
問
い
に
対
す
る
答
え

の
入
口
の
よ
う
な
も
の
が
見
え
て
き
た
。

現
代
社
会
の
私
た
ち
は
、
誰
で
も
部
落

出
身
者
と
み
な
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

つ
ま
り
、
我
々
は
部
落
の
土
地
と
関
わ
り

を
持
っ
た
ら
、
世
間
か
ら
部
落
出
身
者
と

み
な
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
の
だ
。

と
こ
ろ
が
、
私
た
ち
は
部
落
差
別
を
受

け
た
い
と
思
わ
な
い
。
部
落
差
別
を
受
け

た
く
な
い
気
持
ち
が
片
一
方
に
あ
り
、
部

落
出
身
者
っ
て
ど
う
い
う
人
か
と
い
う
モ

ノ
サ
シ
が
も
う
片
方
に
あ
る
。
こ
の
二
つ

が
頭
の
中
で
交
わ
る
と
、
部
落
差
別
を
受

け
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
る
。

つ
ま
り
、
部
落
出
身
者
と
み
な
さ
れ
な

い
よ
う
に
気
を
つ
け
よ
う
と
す
る
態
度
や

行
動
が
出
て
き
て
も
、
不
思
議
で
は
な
い
。

私
は
、
部
落
差
別
っ
て
こ
ん
な
意
識
の

カ
ラ
ク
リ
、
つ
ま
り
、
避
け
よ
う
と
い
う
意

識
の
中
で
再
生
産
さ
れ
て
い
る
と
思
う
。

１
つ
だ
け
注
意
し
て
ほ
し
い
の
は
、
部

落
に
対
し
て
悪
気
が
あ
る
と
は
限
ら
な
い

こ
と
。
自
分
は
部
落
差
別
を
し
て
は
い
け

な
い
と
思
う
し
、
偏
見
を
持
っ
て
い
な

い
。
し
か
し
、
自
分
や
子
ど
も
た
ち
が
、

部
落
出
身
者
と
世
間
か
ら
み
な
さ
れ
る
よ

う
な
こ
と
は
避
け
た
い
。
だ
か
ら
、
気
に

な
る
の
は
部
落
で
は
な
く
、
世
間
の
目
な

の
だ
。

ど
う
し
た
ら
部
落
出
身
者
と
み
な
さ
れ

る
の
か
。
そ
う
考
え
た
時
、
自
分
の
頭
の

中
に
あ
る
部
落
出
身
者
の
ラ
イ
ン
が
よ
み

が
え
り
、
住
ん
だ
ら
ダ
メ
、
生
ま
れ
た
ら

ダ
メ
、
本
籍
地
を
置
い
た
ら
ダ
メ
と
な
る
。

あ
る
程
度
正
し
い
知
識
を
持
ち
、
正
し

く
理
解
で
き
る
人
も
増
え
て
き
た
。
し
か

し
、
部
落
と
一
緒
に
さ
れ
た
く
な
い
と
い

う
、
別
の
意
識
が
あ
る
の
で
、
知
識
と
か

偏
見
批
判
だ
け
で
は
乗
り
越
え
ら
れ
な
い

壁
が
あ
る
。

最
後
に
、
２
つ
問
題
提
起
を
し
た
い
。

１
つ
は
、
差
別
す
る
基
準
は
、
自
分
が

勝
手
に
部
落
出
身
者
を
頭
の
中
で
作
っ
て

い
る
。
地
面
で
、
境
界
で
作
っ
て
い
る
。

そ
ん
な
こ
と
つ
ま
ら
ん
な
あ
と
笑
い
飛
ば

せ
る
よ
う
な
人
権
感
覚
が
ほ
し
い
。

部
落
問
題
は
、
人
間
の
大
切
な
も
の
と

は
何
か
と
い
う
こ
と
を
、
差
別
を
通
し
て

訴
え
て
い
る
。
自
分
の
人
生
、
も
っ
と
大

事
に
真
剣
に
考
え
て
く
れ
と
い
う
、
部
落
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八
頭
町
部
落
解
放
研
究
集
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

講
演

「
差
別
意
識
の
カ
ラ
ク
リ
」
を
考
え
る

近
畿
大
学
人
権
問
題
研
究
所
教
授

奥

田

均
さ
ん

月
６
日
（
日
）、
郡
家
公
民
館
で
第
５
回
八
頭
町
部
落
解
放
研
究
集
会
が

12
開
催
さ
れ
、
奥
田
均
近
畿
大
学
人
権
問
題
研
究
所
教
授
の
講
演
と
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
、
約
３
０
０
人
が
人
権
問
題
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。

釜 鎌鞄鞄鞄鞄

釜 鎌鞄鞄鞄鞄

講師の奥田均さん
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問
題
の
一
番
大
事
な
こ
と
だ
と
思
う
。

２
つ
目
は
、「
で
も
、
世
間
の
目
が
ね
っ
」

て
い
う
の
な
ら
、
そ
の
世
間
の
力
を
借
り

て
人
権
を
進
め
た
ら
よ
い
。
つ
ま
り
、「
あ

ん
た
、
今
頃
そ
ん
な
こ
と
を
言
っ
た
ら
世

間
に
笑
わ
れ
る
ぞ
」
と
い
う
よ
う
な
人
権

の
世
間
を
作
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

そ
う
い
う
意
味
で
は
、「
差
別
禁
止
法
」

と
い
う
法
律
を
作
っ
て
ほ
し
い
。
法
律
を

作
る
と
、
行
政
は
従
う
。
大
手
企
業
は
絶

対
差
別
し
な
く
な
る
。
法
律
の
威
力
だ
。

法
律
の
整
備
は
、
単
に
罰
す
る
だ
け
が

目
的
で
は
な
く
、
社
会
に
お
け
る
最
大
の

啓
発
効
果
を
発
揮
す
る
仕
組
み
で
あ
る
。

上
か
ら
だ
け
で
は
な
く
、
下
か
ら
も
世

間
を
作
ろ
う
。
町
内
会
、
職
場
で
、「
差
別

は
も
う
や
め
よ
う
」
と
い
う
こ
と
が
浸
透

す
る
と
差
別
し
に
く
く
な
り
、
差
別
を
許

さ
な
い
世
間
が
作
り
上
げ
ら
れ
て
く
る
。

私
は
、
こ
の
人
権
の
世
間
は
か
な
り
い

い
線
ま
で
築
か
れ
て
い
る
と
思
う
。
全
員

で
な
く
て
も
、
あ
る
程
度
ま
で
い
く
と
、

雪
崩
の
よ
う
に
バ
ー
ッ
と
流
れ
て
い
く
。

法
律
と
い
う
柱
が
立
っ
た
り
、
部
落
解
放

運
動
が
盛
ん
に
な
っ
た
り
、
行
政
が
取
り

組
み
を
続
け
る
と
、
大
き
な
人
権
の
世
間

が
出
来
上
が
っ
て
い
く
と
思
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
は
、
み
ん
な
の
力
が
い
る
。
教

育
や
啓
発
は
時
間
が
か
か
る
が
、
そ
の
実

り
が
も
う
少
し
の
と
こ
ろ
だ
と
い
う
自
信

を
持
ち
、
さ
ら
に
取
り
組
み
を
積
み
重
ね

ら
れ
る
よ
う
心
よ
り
お
願
い
し
た
い
。

パ
ネ
リ
ス
ト

八
頭
町
同
和
教
育
推
進
協
議
会
社
会
教
育
部
長

小
倉

一
博
さ
ん

町
民
全
体
を
対
象
と
し
た
部
落
学
習
会

の
推
進
が
最
重
要
。
人
権
教
育
を
ど
う
推

進
し
て
い
く
か
、
人
権
学
習
の
方
向
性
、

実
践
活
動
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
町
同
推
の
啓
発
推
進
部
、
学
校

教
育
部
、
企
業
部
、
社
会
教
育
部
が
お
互

い
に
連
携
を
図
る
と
と
も
に
、
構
成
員
で

あ
る
各
団
体
と
の
連
携
が
必
要
で
あ
る
。

パ
ネ
リ
ス
ト

安
部
地
区
同
和
教
育
推
進
委
員
会
長

中
田

良
子
さ
ん

部
落
学
習
会
は
、
出
席
者
の
減
少
、
固

定
化
が
あ
る
が
、
参
加
者
の
心
の
動
き
や

行
動
化
に
着
目
し
た
い
。
見
方
、
考
え

方
、
価
値
観
な
ど
を
重
視
し
、
心
に
響
く

学
習
教
材
を
選
定
し
、
さ
ら
に
充
実
さ
せ

た
い
。

学
習
会
に
率
先
し
て
参
加
し
、
学
習
し

て
爽
や
か
に
な
っ
た
と
か
、
交
流
し
て
絆

が
深
ま
っ
た
と
か
、
学
ぶ
喜
び
、
気
づ
く

幸
せ
が
目
標
に
な
っ
た
ら
良
い
と
思
う
。

パ
ネ
リ
ス
ト

八
頭
町
商
工
会
長

三
浅

保
則
さ
ん

「
企
業
は
人
な
り
」
と
言
う
が
、
人
格
、

品
位
を
磨
い
て
い
か
な
い
と
よ
い
製
品
は

出
来
な
い
と
思
う
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
で
活
動
し
、
勉
強
で
き
て
も
、

子
ど
も
が
卒
業
す
る
と
学
習
の
機
会
は
減

る
。
あ
る
程
度
理
解
し
て
い
て
も
、
学
習

す
る
機
会
が
少
な
く
な
る
と
元
に
戻
る
こ

と
が
あ
る
。企
業
部
と
し
て
も
職
場
で
の
人

権
学
習
の
必
要
性
を
訴
え
て
い
き
た
い
。

パ
ネ
リ
ス
ト

部
落
解
放
同
盟
八
頭
町
協
議
会
議
長

森
下

冷
蔵
さ
ん

同
推
協
が
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
、
町

ぐ
る
み
の
運
動
が
前
進
し
て
き
た
と
認
識

し
て
い
る
。

解
放
運
動
と
は
、
人
々
が
生
き
て
い
く

う
え
で
安
全
・
安
心
な
町
づ
く
り
、
人
権

の
確
立
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
い

た
だ
き
、
皆
が
頑
張
っ
て
ほ
し
い
。

残
る
問
題
は
法
の
整
備
だ
と
思
っ
て
い

る
。
救
済
措
置
が
法
制
化
さ
れ
、
差
別
が

禁
止
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
頑
張
る
。

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

近
畿
大
学
人
権
問
題
研
究
所
教
授

奥
田

均
さ
ん

部
落
学
習
会
で
の
マ
ン
ネ
リ
化
、
参
加

者
の
固
定
化
は
八
頭
町
だ
け
で
な
い
。
こ

れ
は
取
り
組
ん
で
き
た
か
ら
こ
そ
出
て
く

る
新
し
い
悩
み
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
取
り

組
み
が
悪
い
と
一
方
的
に
見
る
の
で
は
な

く
、
取
り
組
ん
で
き
た
か
ら
こ
そ
出
て
き

た
要
望
だ
と
発
展
的
に
捉
え
る
と
い
う
の

が
大
事
な
視
点
で
あ
る
。継
続
は
力
な
り
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

八
頭
町
同
和
教
育
指
導
員山

本

寛
さ
ん

今
日
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
シ
ョ
ン
は
率

直
な
意
見
を
い
た
だ
き
、
お
互
い
に
考
え

を
交
換
で
き
た
。

人
間
を
幸
せ
に
す
る
世
間
作
り
の
た

め
、
こ
れ
か
ら
も
部
落
学
習
会
を
通
し
て

お
互
い
の
絆
を
深
め
た
り
、
交
流
を
図
っ

て
、
ま
す
ま
す
皆
が
幸
せ
に
な
る
よ
う
に

頑
張
っ
て
い
け
た
ら
と
思
っ
た
。

ご
協
力
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

パネルディスカッション
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福
祉
環
境
課
か
ら
の

お
知
ら
せ
問合せ先

－

０
２
０
５

76－

０
０
４
４

72－

１
２
２
０

84

福

祉

環

境

課

船
岡
支
所
住
民
課

八
東
支
所
住
民
課

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド（
住
基
カ
ー
ド
）

は
、
市
区
町
村
が
交
付
す
る
安
全
性
に
優

れ
た
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
で
す
。

種
類
は
「
写
真
付
き
住
基
カ
ー
ド
」
と

「
写
真
な
し
住
基
カ
ー
ド
」
の
２
種
類
あ

り
、
希
望
す
る
カ
ー
ド
を
選
択
で
き
ま
す
。

運
転
免
許
証
な
ど
公
的
な
身
分
証
明
書

を
お
持
ち
で
な
い
方
は
「
写
真
付
き
住
基

カ
ー
ド
」
が
、
公
的
な
身
分
証
明
書
と
し

て
利
用
で
き
ま
す
の
で
、
大
変
便
利
で
す
。

e‐
T
a
x
で
電
子
申
告
す
る
に
は

e
‐
T
a
x
（
国
税
電
子
申
告
・
納
税

シ
ス
テ
ム
）
で
確
定
申
告
を
す
る
場
合
、

住
基
カ
ー
ド
（
有
効
期
間

年
）
と
電
子

10

証
明
書
（
有
効
期
間
３
年
、
発
行
手
数
料

５
０
０
円
）
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

電
子
証
明
書
の
申
請
方
法
は

住
基
カ
ー
ド
（「
写
真
な
し
住
基
カ
ー

ド
」
の
場
合
は
運
転
免
許
証
や
健
康
保
険

証
な
ど
身
分
を
証
明
で
き
る
も
の
）と
手
数

料
５
０
０
円
を
持
参
し
、
住
基
カ
ー
ド
を

受
け
取
っ
た
窓
口
で
申
請
書
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。代
理
人
申
請
は
可
能
で
す
が
、

受
け
取
り
は
申
請
者
本
人
と
な
り
ま
す
。
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Ｆ
Ｒ
Ｐ
船
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムム

Ｆ
Ｒ
Ｐ
（
ガ
ラ
ス
繊
維
強
化
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
）
船
の
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
の

運
用
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
シ
ス
テ

ム
で
は
、
Ｆ
Ｒ
Ｐ
船
は
適
正
に
破
砕
さ

れ
、
セ
メ
ン
ト
原
料
等
に
リ
サ
イ
ク
ル
さ

れ
ま
す
。

平
成

年
度
の
受
付
期
間
は
次
の
と
お

22

り
で
す
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
、
Ｆ

Ｒ
Ｐ
船
の
適
正
処
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

受
付
期
間

第
１
期

４
月
１
日
～
６
月

日
16

第
２
期

９
月
１
日
～

月
５
日

11

詳
し
く
は
、「
花
日
本
舟
艇
工
業
会

Ｆ
Ｒ
Ｐ
船
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
」

緯

―
３
５
６
７
―
６
９
２
９

０３
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

h
ttp
://w

w
w
.m
a
rin
e-jb
ia
.o
r.jp
/

写真付き住基カードの見本
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台
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乾
乾
乾
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乾
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乾
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乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾

乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾

通
常
は
、
住
基
カ
ー
ド
の
発
行
手
数
料

５
０
０
円
が
必
要
で
す
が
、
平
成

年
３

23

月

日
（
木
）
ま
で
に
申
請
さ
れ
た
場
合

31
は
、
無
料
で
交
付
し
ま
す
。

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
取
得
さ
れ
ま
す
よ
う

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

申
請
方
法

申
請
は
、
本
人
が
運
転
免
許
証
や
健
康

識
竺

鴫
鴫
鴫
鴫
鴫
鴫
鴫
鴫
鴫
鴫
鴫
鴫

保
険
証
な
ど
身
分
を
証
明
で
き
る
も
の
と

識
竺

鴫
鴫

鴫
鴫

鴫
鴫

鴫
鴫

鴫
鴫

鴫
鴫

鴫
鴫

鴫
鴫

鴫
鴫

印
鑑
。
代
理
人
申
請
の
場
合
は
、
委
任
状

識
竺

鴫
鴫
鴫

も
必
要
。
写
真
付
き
住
基
カ
ー
ド
を
希
望

の
場
合
は
、
縦

㎝
×
横

㎝
の
顔
写
真

識
竺

鴫
鴫
鴫
鴫
鴫
鴫
鴫
鴫
鴫
鴫
鴫
鴫
鴫
鴫
鴫
鴫
鴫
鴫
鴫
鴫

4.5

3.5

1
枚
を
持
参
し
、
役
場
福
祉
環
境
課
ま
た

識
竺

鴫
鴫
鴫

は
各
支
所
住
民
課
で
手
続
き
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

受
け
取
り
方
法
は

申
請
か
ら
お
お
よ
そ
２
週
間
後
に
「
住

基
カ
ー
ド
交
付
通
知
書
」
を
お
送
り
し
ま

す
の
で
、
本
人
が
健
康
保
険
証
ま
た
は
運

転
免
許
証
を
持
参
し
、
申
請
し
た
窓
口
で

お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

釜 鎌鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄
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町内に４箇所ある放課後児童クラブの平成22年度加入児童を募集しています。入会を希望され
る方は、２月５日（金）（クラブによって変更有）までに役場福祉環境課又は各支所住民課へお申し
込みください。

１．対象児童 就労等により、昼間に保護者が家庭にいない小学１年生～３年生で、

１年間継 続して加入するもの

２．実施期間 平成22年４月１日～平成23年３月31日

（土・日曜日、祝日、年末年始は原則休み）

３．開設時間 小学校の授業終了から午後６時ごろまで

４．費 用 会 費 月額6,000円／人（８月のみ7,000円／人）

傷害保険料 年額2,000円／人

蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎

平成22年度放課後児童クラブ加入児童を募集

対象学校区実施場所クラブ名

郡家西小学校わんぱく児童クラブ専用施設わんぱく児童クラブ

郡家東小学校ひまわり児童クラブ専用施設ひまわり児童クラブ

船岡地域全小学校船岡キッズハウス船岡児童クラブ

八東地域全小学校丹比地区公民館八東学童クラブ

※ 放課後児童クラブは、遊びを中心とした活動により児童の健全育成を図ることを目的としており、八頭

町ではクラブに加入する児童の保護者で組織する保護者会の運営により開設しています。

【お問合せ先】役場福祉環境課緯76-0211、船岡支所住民課緯72-0044、八東支所住民課緯84-1220

安心 … 自動引き落としで納め忘れの心配がありません。

簡単 … １度の手続きでOK。手数料もかかりません。

便利 … 金融機関等に行く手間と時間が省けます。

お得 … 当月末振替で毎月50円（年間600円）のお得です。

宇宇口座振替による前納はもっとお得です 宇宇

参考：平成21年度（昨年度） 国民年金保険料納入額早見表（現金納付・口座振替比較）
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国民年金保険料の納付は「口座振替」が“便利”で“お得”です！

１年度分６カ月分１カ月分

割引額保険料額割引額保険料額割引額保険料額

－175,920円－87,960円－14,660円現金納付・翌月末振替
毎月納付

600円175,320円300円87,660円50円14,610円【早割】当月末口座振替

1,420円174,500円710円87,250円－－現 金 納 付
６カ月前納

2,000円173,920円1,000円86,960円－－口 座 振 替

3,120円172,800円－－－－現 金 納 付
１年前納

3,690円172,230円－－－－口 座 振 替

※ 口座振替の手続き………１年前納（４月～翌年３月分）は２月末まで、６カ月前納の場合、４月～９月分は

２月末まで、10月～翌年３月分は８月末までに、役場福祉環境課、または、各支所住民課で行ってください。
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病
気
の
発
症
や
進
行
に
は
、
遺
伝
や
外

部
環
境
が
影
響
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

食
事
・
運
動
・
休
養
・
喫
煙
・
飲
酒
な
ど
、

日
頃
の
生
活
習
慣
が
深
く
関
わ
っ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

生
活
習
慣
を
見
直
し
て
、
病
気
の
発
症

や
進
行
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と
は
、

内
臓
の
周
り
に
脂
肪
が
蓄
積
さ
れ
た
肥
満

（
内
臓
脂
肪
型
肥
満
）が
原
因
と
な
っ
て
、

高
血
糖
、
高
血
圧
、
脂
質
異
常
な
ど
複
数

の
危
険
因
子
が
重
な
っ
て
存
在
し
て
い
る

状
態
を
い
い
ま
す
（
図
１
）。

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
主
な

原
因
は
、
摂
取
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
比
べ
、
運

動
に
よ
る
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
少
な
い
と

い
っ
た
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
収
支
の
乱
れ
」
に

あ
り
ま
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
運
動
な
ど
で

消
費
さ
れ
な
け
れ
ば
、
必
要
以
上
に
脂
肪

が
た
ま
っ
て
い
き
ま
す
。

内
臓
の
脂
肪
が
増
え
す
ぎ
る
と
、
高
血

糖
や
高
血
圧
を
引
き
起
こ
す
「
悪
玉
」
の

生
理
活
性
物
質
や
脂
質
異
常
を
引
き
起
こ

す
遊
離
脂
肪
酸
が
増
え
、
生
活
習
慣
病
を

発
症
さ
せ
ま
す
。

ま
た
、
高
血
糖
や
高
血
圧
な
ど
、
一
つ

ひ
と
つ
の
危
険
因
子
は
軽
度
で
も
、
重

な
っ
て
い
る
こ
と
で
急
激
に
動
脈
硬
化
が

進
行
し
ま
す
。
動
脈
硬
化
が
進
行
し
て
い

く
と
、
脳
卒
中
や
心
臓
病
な
ど
命
に
関
わ

る
重
大
な
病
気
を
引
き
起
こ
す
危
険
性
が

高
く
な
り
ま
す
（
図
２
）。
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予
防
、
改
善
す
る
に
ははははははははははははははははは

内
臓
脂
肪
は
、
皮
下
脂
肪
に
比
べ
て
増

え
や
す
い
一
方
、
減
り
や
す
い
と
い
う
特

徴
が
あ
り
ま
す
。
内
臓
脂
肪
を
少
し
で
も

減
ら
す
こ
と
で
、
血
糖
や
血
圧
、
脂
質
な

ど
を
改
善
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
現

在
の
生
活
習
慣
を
振
り
返
り
、
改
善
で
き

る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。
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メ
タ
ボ
予
防
の
ポ
イ
ン
トトトトトトトトトトトトトトトトト

宇
１
日
３
食
、
な
る
べ
く
決
ま
っ
た
時
間

に
食
べ
る
。

宇
寝
る
前
２
時
間
以
内
に
夕
食
、
間
食
を

と
ら
な
い
。

宇
食
事
に

分
以
上
か
け
、
一
口

回
以

20

20

上
か
ん
で
食
べ
る
。

宇
大
豆
製
品
、
魚
な
ど
の
た
ん
ぱ
く
質
や

野
菜
、
海
藻
を
十
分
に
と
る
。
脂
肪
や

ご
飯
の
量
は
少
な
め
に
す
る
。

宇
く
だ
も
の
は
ほ
ど
ほ
ど
に
す
る
。
ア
ル

コ
ー
ル
は
控
え
る
。

宇
大
皿
盛
り
は
食
べ
す
ぎ
の
も
と
。
盛
り

付
け
は
一
人
ず
つ
に
す
る
。

宇
１
日
一
万
歩
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
。

分
歩

10

く
と
、
一
千
歩
。
ま
ず
は
現
状
の
歩
数

に
１
日
一
千
歩
増
や
す
こ
と
か
ら
始
め

て
み
よ
う
。

宇
近
所
の
買
い
物
な
ど
は
自
動
車
か
ら
自

転
車
、
徒
歩
へ
。

宇
掃
除
や
草
む
し
り
な
ど
、
日
常
生
活
で

こ
ま
め
に
体
を
動
か
そ
う
。

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ムム
はは

生
活
習
慣
病
の
も

生
活
習
慣
病
の
も
とと

2
月
1
日
～
7
日
は
生
活
習
慣
病
予
防
週
間
で

2
月
1
日
～
7
日
は
生
活
習
慣
病
予
防
週
間
で
すす

図１ メタボリックシンドローム診断基準

図２ 冠動脈疾患発症の危険度
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対 象場 所時 間内 容曜日日

一般八東保健センター９：30～11：00一 般 健 康 相 談
月1

健康診査受診者郡家保健センター13：30～14：30検 診 結 果 相 談

Ｈ21.8.23～Ｈ21.10.2生まれ郡家保健センター受付 ９：15～９：30離 乳 食 講 習 会火2

一般八東保健センター10：45～11：30水 中 運 動 教 室
木4

Ｈ17.1.10～Ｈ17.2.24生まれ郡家保健センター12：50～12：50５ 歳 児 健 診

一般郡家保健センター９：30～11：00一 般 健 康 相 談

月8 一般船岡保健センター９：30～11：00心と体の健康相談

一般八東保健センター14：00～14：45水 中 運 動 教 室

一般八東保健センター14：00～15：00いきいき元気倶楽部火9

一般船岡保健センター９：30～11：00一 般 健 康 相 談

月15 健康診査受診者郡家保健センター13：30～14：30検 診 結 果 相 談

一般八東保健センター14：00～14：45水 中 運 動 教 室

Ｈ21.7.4～Ｈ21.8.6生まれ郡家保健センター受付 12：45～13：00６ か 月 児 健 診火16

一般八東保健センター10：45～11：30水 中 運 動 教 室
木18

一般郡家保健センター13：30～14：30健 康 講 座

一般八東保健センター14：00～14：45水 中 運 動 教 室月22

一般郡家保健センター10：45～11：45さわやか体操教室水24

一般八東保健センター10：45～11：30水 中 運 動 教 室木25

乳幼児郡家保健センター９：30～11：30育 児 相 談金26
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虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐

み
ん
な
で
防
ご
う
高
齢
者
虐
待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待

～
高
齢
者
の
権
利
を
守
る
た
め
に
～

高
齢
者
虐
待
と
は
、
高
齢
者
の
心
身
に

深
い
傷
を
負
わ
せ
、
高
齢
者
の
人
権
を
侵

害
し
、
尊
厳
を
奪
う
こ
と
を
い
い
ま
す
。

平
成

年
４
月
施
行
「
高
齢
者
虐
待
の

18

防
止
、
高
齢
者
の
養
護
者
に
対
す
る
支
援

等
に
関
す
る
法
律
」（
通
称
：
高
齢
者
虐
待

防
止
法
）
で
は
、
下
記
の
よ
う
な
行
為
を

虐
待
と
い
い
ま
す
。

高
齢
者
の
中
に
は
、
虐
待
を
受
け
て
い

て
も
声
に
出
せ
な
い
人
が
い
ま
す
。
ま

た
、
養
護
者
の
中
に
は
、
虐
待
と
気
付
か

ず
に
無
意
識
の
う
ち
に
心
無
い
言
葉
や
態

度
で
高
齢
者
を
追
い
込
ん
で
し
ま
っ
て
い

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

高
齢
者
虐
待
の
防
止
に
は
、
一
人
ひ
と

り
が
虐
待
を
正
し
く
認
識
し
、
虐
待
を
受

け
て
い
る
高
齢
者
や
介
護
に
疲
れ
た
養
護

者
の
サ
イ
ン
に
気
付
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

「
こ
れ
は
高
齢
者
虐
待
で
は
？
」と
思
っ

た
ら
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
保
健

セ
ン
タ
ー
、
民
生
児
童
委
員
、
八
頭
町
社

会
福
祉
協
議
会
、
医
療
機
関
、
東
部
福
祉

保
健
局
な
ど
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

※
相
談
者
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

八
頭
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

緯

－

３
５
７
２

72

例えば･･･虐待の種類
■たたく、つねる、殴る、蹴る、火傷を負わせる
■ベッドに縛りつける、わざと薬を過剰に服用させる身体的虐待

■水分や食事を十分に与えず、脱水症状や栄養失調の状態にする
■部屋にゴミを放置するなど、劣悪な住環境の中で生活させる

介護の放棄・放任
（ネグレクト）

■怒鳴る、ののしる、無視をする、恥をかかせる
■見下した態度で子どものように扱う、悪口を言う心理的虐待

■排泄の失敗に対して罰として下半身を裸にして放置する
■性的暴力や性的ないたずらをする性 的 虐 待

■日常的に必要な金銭を渡さない、使わせない
■年金や預貯金を本人の許可なく使う経済的虐待
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八
東
隣
保
館

府
県
に
３
、
９
７
２
地
区
、
鳥

取
県
内
に

地
区
、
県
東
部
地

98

域
内
に

地
区
、
旧
八
頭
郡
内

55

に

地
区
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

30１
９
６
９
年
（
昭
和

年
）

44

に
同
和
対
策
事
業
特
別
措
置
法

が
制
定
さ
れ
、
生
活
環
境
の
改

善
や
中
小
企
業
振
興
、
雇
用
促

進
、
教
育
の
充
実
な
ど
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
地
対
法
、
地
対
財

特
法
に
継
承
さ
れ
、

年
以
来

69

年
間
に
総
額

兆
円
が
投
じ

33

16

ら
れ
た
特
別
対
策
が
２
０
０
２

年
（
平
成

年
）
に
原
則
廃
止

14

さ
れ
、
各
自
治
体
は
関
連
予
算

を
大
幅
に
削
減
し
た
が
、
一
部

は
経
過
措
置
や
同
和
地
区
以
外

も
対
象
と
し
た
一
般
対
策
と
し

て
残
さ
れ
ま
し
た
。

被
差
別
の
起
源
に
つ
い
て
は
、

江
戸
時
代
の
身
分
制
度
で
つ
く

ら
れ
た
、
武
士
、
百
姓
、
町
人
、

そ
の
下
に
「
え
た
」「
ひ
に
ん
」
な

ど

世
紀
～

世
紀
に
身
分
制

16

19

度
を
整
備
し
、
代
々
世
襲
に
し
、

生
ま
れ
に
よ
っ
て
身
分
の
所
属

が
決
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

第
４
回

人
権
塾
の
開

第
４
回

人
権
塾
の
開
催催

癌

贋

岩

雁

眼眼眼

眼眼眼

翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫

翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫

結
婚
や
交
際
を
制
限
し
て
身

分
が
変
動
し
な
い
よ
う
に
取
り

締
ま
り
、
幕
末
の
取
り
締
ま
り

令
、
牛
馬
の
売
買
や
行
商
で
富

裕
に
な
る
者
が
増
え
た
の
で
、

幕
府
や
藩
は
身
分
制
度
が
崩
れ

な
い
よ
う
に
被
差
別
部
落
の
取

り
締
ま
り
を
強
化
し
ま
し
た
。

農
民
や
町
人
と
ま
ぎ
ら
わ
し

い
仕
事
や
服
装
を
し
な
い
よ
う

に
命
じ
た
り
し
ま
し
た
。

現
代
社
会
の
部
落
差
別
、
戦

後
の
部
落
差
別
は
、
新
憲
法
で

自
由
平
等
の
人
権
が
保
障
さ
れ

ま
し
た
が
、
男
女
差
別
や
家
柄

の
上
下
関
係
を
重
ん
じ
る
因
習

や
不
合
理
な
迷
信
な
ど
、
非
科

学
的
な
偏
見
が
引
き
継
が
れ
、

社
会
の
近
代
化
が
不
徹
底
で

あ
っ
た
こ
と
、
被
差
別
部
落
は

政
策
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
と

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

部
落
差
別
の
意
識
や
偏
見
を

な
く
す
た
め
に
「
日
本
の
歴
史

を
み
ん
な
で
科
学
的
に
学
習
し

よ
う
」
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を

使
用
し
て
各
時
代
別
に
内
容
を

詳
細
に
説
明
さ
れ
、
参
加
さ
れ

た
方
々
も
大
変
真
剣
な
ま
な
ざ

し
で
聴
取
し
て
お
ら
れ
ま
し

た
。

月

日
（
金
）
に
第
４
回

12

11

人
権
塾
を
八
東
隣
保
館
に
お
い

て
「
郷
土
の
部
落
史
」
と
題
し

て
同
和
教
育
指
導
員

山
本
寛

さ
ん
を
お
迎
え
し
、
講
演
を
開

催
し
ま
し
た
。

被
差
別
部
落
の
形
成
に
つ
い

て
、
同
和
地
区
は
、
中
世
末
期

な
い
し
近
世
初
期
に
お
い
て
、

封
建
社
会
の
諸
条
件
に
規
制
さ

れ
、
一
定
地
域
に
定
着
し
て
居

住
す
る
こ
と
に
よ
り
形
成
さ
れ

ま
し
た
。

同
和
対
策
事
業
の
た
め
、
同

和
対
象
地
区
が
、
全
国

都
道

32

人権塾の様子

も
ち
つ
き
大
会

も
ち
つ
き
大
会
をを開開

催催

癌

贋

岩

雁

眼眼眼

眼眼眼

翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫

翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫

月

日
（
月
）
に
も
ち
つ

12

28

き
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
は
八
東
地
域
児
童
館
と

八
東
公
民
館
の
共
催
で
、
児
童

数
名
と
地
域
の
皆
さ
ん
が
参

50加
し
ま
し
た
。

も
ち
つ
き
は
臼
（
う
す
）
と

杵
（
き
ね
）
で
行
わ
れ
、
児
童

も
つ
き
手
に
挑
戦
し
、
周
り
か

ら
声
援
を
受
け
な
が
ら
奮
闘
し

て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
つ
き
た
て
の
も
ち

の
感
触
を
楽
し
み
な
が
ら
、
も

ち
の
形
を
整
え
ま
し
た
。

出
来
上
が
っ
た
も
ち
は
、
ぜ

ん
ざ
い
や
き
な
こ
も
ち
に
し
て
、

み
ん
な
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。みんなでもちの形を整える
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製
薬
と
売
薬

被
差
別
身
分
の
人
た
ち
は
、

牛
馬
や
人
間
の
生
死
に
か
か
わ

る
こ
と
が
多
か
っ
た
こ
と
か

ら
、
各
地
で
製
薬
や
売
薬
に
も

携
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

武
蔵
国
（
埼
玉
県
）
の
鈴
木

む
さ
し
の
く
に

家
は
、
代
々
甚
右
衛
門
を
襲
名

し
、
弾
左
衛
門
支
配
下
の
子
頭

だ

ん

ざ

え

も

ん

と
し
て
被
差
別
部
落
を
統
括

し
、
死
ん
だ
牛
馬
の
処
理
や
、

薬
の
製
造
・
販
売
を
手
広
く

や
っ
て
い
ま
し
た
。
薬
の
製
造

は
漢
方
の
薬
草
を
基
本
に
し
た

も
の
で
し
た
。
ま
た
、
馬
の
薬

も
製
造
・
販
売
し
て
い
ま
し
た
。

奈
良
の
甚
右
衛
門
家
で
は
、

数
代
に
わ
た
っ
て
売
薬
業
を
し

て
い
た
こ
と
な
ど
被
差
別
部
落

の
人
た
ち
が
各
地
で
製
薬
・
売

薬
業
に
従
事
し
て
い
た
こ
と
が

分
か
っ
て
い
ま
す
。

製
薬
・
売
薬
に
は
高
度
な
知

識
や
技
術
を
必
要
と
し
ま
す

が
、
被
差
別
身
分
の
人
た
ち

は
、
そ
の
知
識
や
技
術
を
身
に

付
け
、
医
薬
業
に
お
い
て
も
重

要
な
貢
献
を
し
て
い
た
の
で
す
。

死
牛
馬
処
理
の
技
術
と
文
化

農
耕
用
に
飼
っ
て
い
た
牛
や

馬
が
死
ん
だ
場
合
、
決
め
ら
れ

た
捨
て
場
に
出
す
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。
こ
こ
に
出
さ
れ

た
牛
や
馬
は
、
清
め
る
人
た
ち

の
も
の
に
な
り
ま
し
た
。
彼
ら

は
死
ん
だ
牛
馬
の
皮
を
処
理

し
、
皮
革
と
し
て
支
配
主
に
納

め
る
役
負
担
が
課
せ
ら
れ
て
い

ま
し
た
。皮
剥
ぎ
か
ら
皮
な
め

し
ま
で
、
手
間
と
日
数
の
か
か

る
仕
事
で
し
た
。

死
ん
だ
牛
や
馬
は
何
一
つ
捨

て
る
所
が
な
く
、
人
々
の
生
活

に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

な
め
し
た
皮
は
太
鼓
や
武
具

に
、
肉
は
薬
食
と
し
て
食
べ
、

く
す
り
ぐ
い

角
・
骨
は
薬
品
や
装
飾
品
に
、

毛
は
筆
や
刷
毛
に
、
内
臓
は
肥

は

け

料
や
飼
料
、
薬
品
な
ど
の
原
料

に
利
用
さ
れ
ま
し
た
。

死
ん
だ
牛
馬
の
処
理
は
、
動

物
資
源
を
活
用
す
る
優
れ
た
技

術
と
文
化
を
生
み
出
し
た
の
で

す
。
こ
れ
ら
の
文
化
は
、
今
日

で
も
私
た
ち
の
生
活
を
支
え
て

い
ま
す
。

鳥
取
県
部
落
解
放
研
究
所
発
行

同
和
問
題
学
習
資
料
⑰
よ
り

被
差
別
民
衆
の
果
た
し
た
役

被
差
別
民
衆
の
果
た
し
た
役
割割
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贋

岩

雁
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翫
翫
翫
翫
翫
翫

郡
家
地
域
児
童
館
合
同
ク
リ
ス
マ
ス
会
を
開

郡
家
地
域
児
童
館
合
同
ク
リ
ス
マ
ス
会
を
開
催催

癌

贋

岩

雁

眼眼眼

眼眼眼

翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
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翫
翫
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翫
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翫

翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
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翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫

サ
イ
ザ
ー
の
演
奏
で
楽
し
い
時

間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
み
ん
な
が
輪
に
な

り
、
ジ
ン
グ
ル
ベ
ル
の
歌
に
合

わ
せ
て
持
ち
寄
っ
た
プ
レ
ゼ
ン

ト
を
交
換
し
ま
し
た
。

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
が
ロ
ー

ル
ケ
ー
キ
に
生
ク
リ
ー
ム
や

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
な
ど
で
飾
り
付

け
を
し
た
ケ
ー
キ
や
、
お
母
さ

ん
た
ち
に
作
っ
て
も
ら
っ
た
カ

レ
ー
ラ
イ
ス
を
お
い
し
く
い
た

だ
き
、
な
ご
や
か
な
ク
リ
ス
マ

ス
会
と
な
り
ま
し
た
。

月

日
（
日
）
郡
家
隣
保

12

20

館
で
第

回
郡
家
地
域
児
童
館

14

合
同
ク
リ
ス
マ
ス
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

こ
の
会
は
、
人
と
人
と
の
つ

な
が
り
や
差
別
解
消
に
向
け
た

人
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り
を
目

的
と
し
て
毎
年
開
催
し
て
い
る

も
の
で
す
。

今

年

は
、
グ
ル

ー

プ
名

「
ア
ー
バ
｣
の
皆
さ
ん
に
、
ミ

ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
し
て
頂
き
ま

し
た
。
ハ
ン
ド
ベ
ル
や
シ
ン
セ

船
岡
文
化
セ
ン
タ
ー

郡
家
隣
保
館

｢アーバ｣のミニコンサート

クリスマス会の様子

力
強
く
新
年

力
強
く
新
年
のの

書
き
初

書
き
初
めめ

癌

贋

岩

雁

眼眼眼

眼眼眼

翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫

翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫

１
月
５
日
（
火
）、
郡
家
隣
保

館
に
お
い
て
、
習
字
教
室
「
書

初
め
大
会
」を
実
施
し
ま
し
た
。

今
年
１
年
間
の
思
い
や
願
い

を
筆
に
こ
め
て
「
お
正
月
」
な

ど
の
文
字
を
書
き
ま
し
た
。

そ

の

後

で
、
ケ

ー

キ

と

ジ
ュ
ー
ス
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
書
道
講
師
の
朝
倉
先
生

は
、「
そ
れ
ぞ
れ
が
目
標
を

も
っ
て
仲
良
く
し
て
く
だ
さ

い
。
感
謝
の
気
持
ち
を
も
っ
て

が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
」
と
話
さ

れ
ま
し
た
。

上手に書けました
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しししししししししししししししし
めめめめめめめめめめめめめめめめ
縄縄縄縄縄縄縄縄縄縄縄縄縄縄縄縄
教教教教教教教教教教教教教教教教

し
め
縄
教
室室室室室室室室室室室室室室室室室

自
分
で
作
っ
た
正
月
飾
り
で
新
年
を
迎

え
よ
う
と
、

月

日
（
土
）、
し
め
縄
作

12

26

り
を
船
岡
公
民
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

わ
ら
を
束
ね
て
、
足
で
押
え
な
が
ら

捩
っ
て
い
く
の
は
難
し
く
、
何
度
も
失
敗

よ
じし

て
は
講
師
に
コ
ツ
を
教
え
て
も
ら
い
、

玄
関
飾
り
が
完
成
し
ま
し
た
。

こ
れ
で
新
年
が
迎
え
ら
れ
ま
す
と
う
れ

し
そ
う
に
話
し
て
い
ま
し
た
。

しめ縄を作る参加者たち

子どもシアター

★2月20日(土)
10:00～12:00

○トムとジェリー

３話
○それいけ！アンパンマン

「幽霊船をやっつけろ」
ゆうれいせん

おはなし会もあるよ

みんな見に来てね！

チチチチチチチチチチチチチチチチ
ャャャャャャャャャャャャャャャャ
レレレレレレレレレレレレレレレレ
ンンンンンンンンンンンンンンンン
ジジジジジジジジジジジジジジジジ
教教教教教教教教教教教教教教教教

チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室室室室室室室室室室室室室室室室室

「「「「「「「「「「「「「「「「
パパパパパパパパパパパパパパパパ
ソソソソソソソソソソソソソソソソ
ココココココココココココココココ
ンンンンンンンンンンンンンンンン
でででででででででででででででで
年年年年年年年年年年年年年年年年
賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀
状状状状状状状状状状状状状状状状
作作作作作作作作作作作作作作作作
りりりりりりりりりりりりりりりり

「
パ
ソ
コ
ン
で
年
賀
状
作
り
」」」」」」」」」」」」」」」」」

月
5
日
（
土
）、「
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ

12
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
年
賀
状
を
作
ろ
う
！
」
と

子
ど
も
た
ち
が
年
賀
状
作
り
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
ま
し
た
。

干
支
の
寅
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
も
の

え

と

や
、
か
わ
い
ら
し
い
も
の
、
大
人
っ
ぽ
い

デ
ザ
イ
ン
の
も
の
な
ど
、
１
人
３
種
類
ず

つ
作
り
、
こ
れ
は
あ
の
人
に
、
こ
れ
は
先

生
に
な
ど
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

チチチチチチチチチチチチチチチチ
ャャャャャャャャャャャャャャャャ
レレレレレレレレレレレレレレレレ
ンンンンンンンンンンンンンンンン
ジジジジジジジジジジジジジジジジ
教教教教教教教教教教教教教教教教

チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室室室室室室室室室室室室室室室室室

「「「「「「「「「「「「「「「「「
凧凧凧凧凧凧凧凧凧凧凧凧凧凧凧凧凧
作作作作作作作作作作作作作作作作
りりりりりりりりりりりりりりりり
教教教教教教教教教教教教教教教教
室室室室室室室室室室室室室室室室
」」」」」」」」」」」」」」」」

作
り
教
室
」

た
こ

冬
休
み
が
始
ま
り
、
船
岡
公
民
館
で

「
昔
な
が
ら
の
遊
び
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
」と
、

月

日
（
月
）、
凧
作
り
に
挑
戦
し
ま
し

た
こ

12

28

た
。始

め
に
チ
ク
リ
ン
君
や
武
者
の
絵
が
描

い
て
あ
る
紙
に
油
性
マ
ー
カ
ー
で
色
を
塗

り
、
裏
に
竹
ひ
ご
の
骨
を
貼
り
、
タ
コ
糸

と
尻
尾
を
付
け
て
完
成
し
ま
し
た
。

し

っ

ぽ

出
来
上
が
っ
た
子
か
ら
部
屋
の
中
で
凧

揚
げ
の
テ
ス
ト
を
繰
り
返
し
、
よ
く
揚
が

る
よ
う
結
び
目
や
尻
尾
の
微
調
整
を
し
て

い
ま
し
た
。

広
場
で
凧
揚
げ
を
し
た
ら
、
き
っ
と
空

高
く
揚
が
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

パソコンの指導を受ける子どもたち

完成した凧を手にする子どもたち

男男男男男男男男男男男男男男男男
のののののののののののののののの
料料料料料料料料料料料料料料料料
理理理理理理理理理理理理理理理理
教教教教教教教教教教教教教教教教

男
の
料
理
教
室室室室室室室室室室室室室室室室室

今
年
度
５
回
目
の
「
男
の
料
理
教
室
」

を
、

月

日
（
土
）
に
開
催
し
ま
し
た
。

12

12

今
回
は
ロ
ー
ル
白
菜
や
大
根
サ
ラ
ダ
な

ど
、
冬
の
食
材
を
使
っ
た
料
理
で
し
た
。

毎
年
参
加
さ
れ
て
い
る
人
も
あ
り
、
手

慣
れ
た
様
子
で
包
丁
を
使
い
、
次
々
と
完

成
さ
せ
て
い
き
ま
し
た
。

試
食
を
し
な
が
ら
「
習
っ
た
も
の
を
家

族
に
作
っ
て
食
べ
さ
せ
て
い
る
」
と
話
さ

れ
て
い
る
方
も
あ
り
、
ま
す
ま
す
腕
前
が

上
が
っ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

男の料理教室の様子
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洋
ラ
ン
展

と

き

３
月
６
日（
土
）～
７
日（
日
）

と
こ
ろ

郡
家
公
民
館

洋
ラ
ン
の
育
て
方
教
室

と

き

３
月
６
日（
土
）

午
後
１
時

分
～
３
時

分

30

30

と
こ
ろ

郡
家
公
民
館

講

師

桜
本

武
さ
ん

月

日
（
土
）、
丹
比
地
区
公
、
八
東

１２

１９

地
区
公
で
、
そ
れ
ぞ
れ
、
そ
ば
打
ち
体
験

教
室
を
、

日
（
日
）
に
は
、
丹
比
地
区

20

公
で
し
め
飾
り
づ
く
り
教
室
、

日
（
土
）

26

に
は
丹
比
及
び
安
部
地
区
公
で
、
門
松
づ

く
り
教
室
と
、
年
末
の
恒
例
行
事
を
各
地

区
で
行
い
ま
し
た
。

郡
家
公
民
館
で
、
１
月
６
日
（
水
）
午

前
は
大
人
の
部
、
午
後
は
子
ど
も
の
部
で

「
お
正
月
」「
心
に
太
陽
」
な
ど
新
春
に
ち

な
ん
だ
文
字
に
心
を
込
め
る
『
新
春
書
き

初
め
大
会
』
を
開
催
し
ま
し
た
。

ま
た
、
１
月

日
（
土
）
は
親
子
で
日
本

23

の
和
を
通
し
て
礼
儀
作
法
を
学
ぶ
『
親
子

茶
道
教
室
』
を
開
催
し
、
と
も
に
新
年
の
決

意
を
新
た
に
し
た
日
と
な
り
ま
し
た
。

新新新新新新新新新新新新新新新新
春春春春春春春春春春春春春春春春
にににににににににににににににに「「「「「「「「「「「「「「「「
書書書書書書書書書書書書書書書書
」」」」」」」」」」」」」」」」

新
春
に「
書
」ととととととととととととととととと

「「「「「「「「「「「「「「「「
おおおおおおおおおおおおおおおお
茶茶茶茶茶茶茶茶茶茶茶茶茶茶茶茶
」」」」」」」」」」」」」」」」でででででででででででででででで
決決決決決決決決決決決決決決決決
意意意意意意意意意意意意意意意意
をををををををををををををををを

「
お
茶
」で
決
意
を
！！！！！！！！！！！！！！！！！

「「「「「「「「「「「「「「「「
手手手手手手手手手手手手手手手手
作作作作作作作作作作作作作作作作
りりりりりりりりりりりりりりりり
のののののののののののののののの
しししししししししししししししし
めめめめめめめめめめめめめめめめ
縄縄縄縄縄縄縄縄縄縄縄縄縄縄縄縄
」」」」」」」」」」」」」」」」

「
手
作
り
の
し
め
縄
」
ででででででででででででででででで

新新新新新新新新新新新新新新新新
年年年年年年年年年年年年年年年年
をををををををををををををををを

新
年
を
！！！！！！！！！！！！！！！！！

各各各各各各各各各各各各各各各各
地地地地地地地地地地地地地地地地
区区区区区区区区区区区区区区区区

各
地
区
ででででででででででででででででで

年年年年年年年年年年年年年年年年
末末末末末末末末末末末末末末末末
恒恒恒恒恒恒恒恒恒恒恒恒恒恒恒恒
例例例例例例例例例例例例例例例例
行行行行行行行行行行行行行行行行
事事事事事事事事事事事事事事事事
をををををををををををををををを
開開開開開開開開開開開開開開開開

年
末
恒
例
行
事
を
開
催催催催催催催催催催催催催催催催催

八東地区公そば打ち

↑安部地区公門松づくり

丹比地区公しめ飾りづくり→

もももももももももももももももも
ちちちちちちちちちちちちちちちち
つつつつつつつつつつつつつつつつ
きききききききききききききききき
＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆
昔昔昔昔昔昔昔昔昔昔昔昔昔昔昔昔
遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊
びびびびびびびびびびびびびびびび
選選選選選選選選選選選選選選選選
手手手手手手手手手手手手手手手手

も
ち
つ
き
＆
昔
遊
び
選
手
権権権権権権権権権権権権権権権権権

月

日
（
月
）、
冬
休
み
に
入
っ
た
小

１２

28

学
生
を
対
象
に
、
八
東
児
童
館
・
隣
保
館
、

子
育
て
応
援
団
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
民

生
委
員
会
等
と
共
催
で
、
も
ち
つ
き
＆
昔

遊
び
選
手
権
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、

数
名
の
参
加
者
で
賑
わ

50

い
、
も
ち
を
つ
い
て
食
べ
た
後
、
凧
づ
く

た
こ

り
と
凧
あ
げ
選
手
権
で
誰
の
凧
が
よ
く

あ
が
る
か
競
い
ま
し
た
。

凧、上手くあがるかな…？

↑もちつきペッタン、ペッタン

←おいしいおもちが出来ました

新春書き初め大会

月

日
（
土
）、
郡
家
公
民
館
で
新
年

12

19

を
迎
え
る
た
め
の
『
し
め
縄
づ
く
り
』
を

し
ま
し
た
。

わ
ら
を
木
づ
ち
で
た
た
い
て
柔
ら
か
く

し
た
後
、
手
で
編
ん
で
い
き
、
思
い
思
い

の
し
め
縄
を
作
り
ま
し
た
。

自
分
の
手
づ
く
り
の
し
め
縄
で
迎
え
た

正
月
は
特
別
の
も
の
が
あ
っ
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

しめ縄づくりの様子

こどもシアター

★2月14日(日)
10:00～11:25

○ 劇場版

ゲゲゲの鬼太郎

「日本爆裂」
ばくれつ

日本の最期か？少女の
愛か？今、鬼太郎にす
べてが託された概
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郡家図書館 八頭町宮谷256-4 緯（0858）72-6660
船岡図書室 八頭町船岡539-1 緯（0858）72-3970
八東図書室 八頭町北山48-1 緯（0858）84-6622

http://library.town.yazu.tottori.jp/
携帯電話からの本の検索・予約はこちら

新しく入った本
＊他館所蔵のものはお取り寄せできます。
＊貸出中の場合はご予約ください。
（インターネットからも予約ができます）

休館日 開館時間 10：00～18：00

八東図書室船岡図書室郡家図書館

２月14日（日）
15:00～15:30

２月24日（水）
16:00～16:30

２月24日（水）
16:00～16:30

毎週土曜日15：00～
2月 6日２～３才
2月13日 ４才～1年生
2月20日 2年生～
2月27日 かがくあそび

日にち
時 間

おはなし会 ※申込不要・大人も入れます

くらしと仕事支援講座vol.3

庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭かかかかかかかかかかかかかかかかららららららららららららららららははははははははははははははははじじじじじじじじじじじじじじじじままままままままままままままままるるるるるるるるるるるるるるるる楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽ししししししししししししししししいいいいいいいいいいいいいいいい生生生生生生生生生生生生生生生生からはじまる楽しい生活活活活活活活活活活活活活活活活活
遠藤農園（オズ･ガーデン）の遠藤佳代子さんを

お迎えして、ガーデニング教室を開催します。

第第第第第第第第第第第第第第第第第１１１１１１１１１１１１１１１１回回回回回回回回回回回回回回回回 ききききききききききききききききいいいいいいいいいいいいいいいいててててててててててててててててみみみみみみみみみみみみみみみみよよよよよよよよよよよよよよよようううううううううううううううう１回 きいてみよう編編編編編編編編編編編編編編編編編
「「「「「「「「「「「「「「「「庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭ののののののののののののののののああああああああああああああああるるるるるるるるるるるるるるるるくくくくくくくくくくくくくくくくららららららららららららららららしししししししししししししししし「庭のあるくらし」」」」」」」」」」」」」」」」」

日 時：2月20日（土）13：30～15：30
（内容） 春からはじめる庭づくり

スライドショー 素敵なお庭の写真集
ティータイム＆庭づくりＱ＆Ａ

第第第第第第第第第第第第第第第第第２２２２２２２２２２２２２２２２回回回回回回回回回回回回回回回回２回 ややややややややややややややややっっっっっっっっっっっっっっっっててててててててててててててててみみみみみみみみみみみみみみみみよよよよよよよよよよよよよよよよううううううううううううううううやってみよう編編編編編編編編編編編編編編編編編
「「「「「「「「「「「「「「「「「春春春春春春春春春春春春春春春春ををををををををををををををををよよよよよよよよよよよよよよよよぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶ寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄せせせせせせせせせせせせせせせせ植植植植植植植植植植植植植植植植ええええええええええええええええ春をよぶ寄せ植え」」」」」」」」」」」」」」」」」

日 時：2月27日（土）13：30～15：30
参加費：2500円 ※当日会場にて集金
（内容） 遠藤さんに教えてもらいながら「寄せ

植え」をします。
ティータイムあり

講 師 遠藤佳代子さん（ガーデンデザイナー）
会 場 八東図書室
定 員 20名（申込先着順）

＊託児サービスあり。
＊どちらか1回の受講も可能。
＊第2回の当日のキャンセル
は受付できません。後日、
寄せ植えの完成品と現金の引き換えになります。

お申込は各図書館・図書室まで。
（電話・FAX・メールでの申し込みも可能です）

郡家図書館
１ 手編みのソックス 嶋田俊之
２ 更衣ノ鷹 上・下（居眠り磐音江戸双紙31・32）佐伯泰英
３ 「サラ川」傑作選 くぶくりん 山藤章二
４ 龍馬伝 前編 日本放送出版協会
５ くいいじ 上・下 安野モヨ子
６ くらべる図鑑 小学館

船岡図書室
１ くらしの花大図鑑 講談社編
２ 女優岡田茉莉子 岡田茉莉子
３ 自分で作れるグミの本 荻田尚子
４ トマトの子守り歌 福谷則枝
５ 発表会のための姉妹の服 かわいきみ子
６ かわいいもちもの アランジアロンゾ

八東図書室
１ 親鸞 上・下 五木寛之
２ まねき通り十二景 山本一力
３ 農家が教えるわが家の農産加工 農山漁村文化協会
４ 乳がん ひとりで不安にならないで 中村清吾
５ シアター！ 有川浩
６ 私のこと、好きだった？ 林真理子

移動図書館について
昨年11月まで、防災無線で巡回コースにあた

る地域の放送を行っていました。しかし防災無

線の町内全域統合により従来の放送ができなく

なりました。

利用者の方々には大変ご迷惑をおかけします

が、巡回予定表をご確認いただくか町内図書

館・図書室にお尋ねください。また、巡回時の

ステーション付近では音楽と放送でお知らせし

ています。

２月のカレンダー

土金木水火月日

６５４３２１

13121110９８７

20191817161514

27262524232221

28
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八頭町担い手育成支援協議会では、農地情報共有化支援事業実施を計画しています。この事業

は八頭町、八頭町農業委員会、鳥取いなば農業協同組合、鳥取東部農業共済組合がそれぞれ所有す

る情報を共有化して１つのシステムを構築する事業です。

農業委員会が所有する農地情報は農地の所有者等、個人情報が含まれており八頭町担い手育成

支援協議会に情報提供するためには八頭町個人情報保護条例により本人の同意が必要となります。

つきましては、農地情報が掲載された農地台帳と同意書を１月中旬から２月上旬の間に送付し

ますので、農地情報の提供に同意できる場合は２月末日までに同封の返信用封筒で返信していた

だきますようよろしくお願いします。

農地情報共有化支援事業
（趣旨）
現在、農業従事者の高齢化及び耕作放棄地の増加等が進む中で八頭町担い手育成支援協議会で

は八頭町の農業の現状を把握し、今後、農地の有効利用を図ることが重要となっています。

こうした取り組みを効率的に実施していくために各関係機関が所有している農地情報を相互に

活用できる農地情報共有化支援事業のシステム構築に取り組むものです。

（利用目的）
茨農地の利用集積の推進

芋耕作放棄地の解消

鰯農用地利用計画の見直し等に係る検討

允農地法の許可事務

印作物の作付体系の検討

咽農作物共済等の引受農地等の確認

員土地改良施設の維持・管理・更新業務

因 その他農業振興に資する事項

（農地情報の項目）
茨農地の所在、面積（登記面積）及び現況地目

芋農地の所有者(住所・氏名・年齢）及び耕作者(住所・氏名・年齢）

鰯貸借期間(始期・終期）及び10アール当たりの賃借料

（利用する機関）
茨八頭町担い手育成支援協議会の関係機関（八頭町、八頭町農業委員会、鳥取いなば農業協同

組合、鳥取東部農業共済組合）

芋八頭町担い手育成支援協議会において、共有化する機関として妥当と認めた機関

問い合わせ先 八頭町担い手育成支援協議会（産業課内）電話７６－０２０８
八頭町農業委員会（八東支所） 電話８４－１２２７

八頭町担い手育成支援協議会に農地情報の提供をお願いします。
同意していただける方は、２月末までに返信を！
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nor ation
健康講座

「アレルギーに関する講演会」のご案内
日 時 平成22年２月18日（木）

13時30分～14時30分

会 場 郡家保健センター

（八頭町宮谷245－１）

内 容
講演「知っておきたいアレルギーの知識」
講師 中井こどもクリニック 中井正二先生

その他
＊ 健康体操や健康相談などがあります。

＊ 入場無料。

詳しくは、郡家保健センター緯72-3566へ

お問い合わせください。

蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎
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叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙位位位位位位位位位位位位位位位位ののののののののののののののののおおおおおおおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知知知知知知知らららららららららららららららら叙位のお知らせせせせせせせせせせせせせせせせせ
叙位 正六位

故・山根 君太郎 氏（用呂）
やま ね きみ た ろう

去る11月3日に逝去された山根君太郎氏

は、元八東町議会議長・元八東町長として町政

の進展に尽力されたことから、叙位「正六位」を

受章されました。謹んで、ご冥福をお祈りい

たします。

みなさまの
ご参加を
お待ちして
います

3月13日（土）から若桜鉄道のダイヤが変わります
変更ポイント
葛経費削減のため、①鳥取発の早朝便（5時台）と②若桜発深夜便（22時台）のダイヤを減便します。

葛郡家駅～鳥取駅をＪＲの乗務員が運行します。

22:1820:5820:0019:3919:0717:4216:3014:2212:219:437:23発鳥 取

鳥
取
・
郡
家
→
若
桜

22:2321:0320:0619:5619:1417:5016:3814:2812:269:477:29発津ノ井
22:2921:0920:1120:0219:1917:5616:4414:3312:329:537:36発東郡家
22:3221:1220:1420:0419:2217:5916:4714:3612:349:567:38着郡 家 22:3621:2520:1619:2618:0216:5014:3912:3710:077:43発
22:3921:2820:1819:2818:0516:5214:4212:4010:097:46発八頭高校前
22:4221:3120:2119:3118:0716:5514:4412:4310:127:49発因幡船岡
22:4521:3420:2419:3518:1116:5814:4812:4610:167:53発隼
22:4921:3820:2819:3918:1517:0214:5212:5010:207:57発安 部
22:5321:4220:3219:4318:1917:0614:5612:5410:248:01発八 東
22:5621:4520:3619:4618:2217:1014:5912:5710:278:04発徳 丸
23:0021:4920:3919:4918:2617:1315:0313:0110:308:07発丹 比
23:0721:5620:4619:5618:3217:2015:0913:0810:378:14着若 桜

20:5218:4817:2816:1315:1613:1811:258:297:046:25発若 桜

若
桜
→
郡
家
・
鳥
取

20:5918:5517:3516:2015:2313:2611:328:377:126:33発丹 比
21:0318:5917:3916:2415:2613:2911:368:407:156:36発徳 丸
21:0619:0217:4216:2715:2913:3211:398:437:186:39発八 東
21:1019:0617:4616:3115:3413:3611:438:477:226:43発安 部
21:1419:1017:5016:3515:3813:4011:478:517:266:47発隼
21:1719:1317:5316:3815:4113:4411:508:557:306:51発因幡船岡
21:2019:1617:5716:4215:4413:4711:538:577:346:54発八頭高校前
21:2219:1817:5916:4415:4613:4911:558:597:366:56着郡 家 21:5519:3818:1316:4815:5213:5211:589:127:446:58発
21:5819:4218:1716:5115:5513:5612:029:167:487:02発東郡家
22:0319:4718:2217:0316:0014:0412:099:207:547:09発津ノ井
22:0919:5218:2717:0816:0514:0912:149:257:597:14着鳥 取

若桜鉄道の安定経営と乗車運動のさらなる推進に、皆様のご理解とご協力をお願いします。

若桜鉄道株式会社 緯82-0919

若若若若若若若若若若若若若若若若桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜鉄鉄鉄鉄鉄鉄鉄鉄鉄鉄鉄鉄鉄鉄鉄鉄道道道道道道道道道道道道道道道道列列列列列列列列列列列列列列列列車車車車車車車車車車車車車車車車時時時時時時時時時時時時時時時時刻刻刻刻刻刻刻刻刻刻刻刻刻刻刻刻若桜鉄道列車時刻表表表表表表表表表表表表表表表表表 平成22年3月13日改正
はJR因美線
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県道河原インター線
開通記念ウォーク開催

県道河原インター線が３月14日（日）から

供用開始します。それを記念し、１週前に

「開通記念ウォーク」を実施します。

日 時 平成22年３月７日（日）

午前10：00～

場 所 河原町総合運動場

内 容 県道河原インター線

（河原町山手～八頭町船岡）

往復8.6㎞のウォーキング他

申込み ２月中旬に公共施設・公民館等に設

置するチラシをご覧のうえお申込み

ください（申込受付はチラシ配布後

開始となります）。

その他 詳しくは、県道河原インター線開通

記念実行委員会（鳥取市役所河原町

総合支所地域振興課内）緯76-3111

へお尋ねください。

予告豪華クルーズ客船「ふじ丸」
一般公開 参加者募集！

次の日程で、豪華クルーズ客船「ふじ丸」

の一般公開が参加費無料で行われます。参加

希望者は下記へお申し込みください。

日 時 3月18日（木）

午前の部 午前10時～午前11時

午後の部 午後２時～午後３時

場 所 鳥取港１号岸壁

募集人員 午前・午後とも各200人

内 容 自由見学

応募方法 官製はがきかＦＡＸに「一般公開

申込み」と記載のうえ、見学希望者全員（１枚

4人まで）の①郵便番号 ②住所 ③氏名

④年齢 ⑤連絡先（複数の場合は代表者）

⑥午前・午後の別、を記載し、下記へ。

応募締切 2月26日（金）必着

応募先・お問い合わせ 鳥取港振興会
緯(0857)22-1836 胃(0857)22-1848

〒680-8570 鳥取市東町１丁目220県庁本庁舎5階
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入札結果

入 札 日 平成21年12月15日

工 事 名 町道北山志谷線落石防止工事

工事場所 八頭町志谷

所 管 課 建設課

落札金額 10,290,000円（税込み）

落札業者 （株）松田組

入 札 日 平成21年12月24日

工 事 名 用呂地区落石防止工事

工事場所 八頭町用呂

所 管 課 建設課

落札金額 11,340,000円（税込み）

落札業者 （株）竹内組

鳥取短期大学では、大学で学ぶことを希望

する社会人(22歳以上)の方を対象としたＡＯ

方式による入学生の募集を行っています。

ＡＯ方式とは、筆記試験や面接試験と異な

り、直接面談を行い、入学を希望する方の意

欲･適性などを多面的･総合的に評価した上で

入学を決定する方式です。

入学者には年間20万円の奨学金が支給さ

れます。さらなる学びを求めておられる方

は、お気軽にご相談ください。

◆２年間で取得可能な資格(学科・専攻によっ

て異なります。)

幼稚園教諭２種、保育士、栄養士、図書館

司書、上級情報処理士、ウェブデザイン実務

士、ビジネス実務士、中学校教諭２種免許状

(英語)、学校図書館司書教諭、２級建築士受

験資格など

問い合わせ先 鳥取短期大学入試広報課
緯0858-26-9171
http://www.cygnus.ac.jp/

地デジの準備をお願いします！
《地デジ説明会》

これまで放送を続けてきたアナログ放送は

平成23年７月24日までに終了し、地上デジ

タル放送に完全移行します。

みなさんに地上デジタル放送を楽しんでい

ただくため、次の日程で説明会を開催します。

事前申込の必要はありません。定員になり

次第、受付を締め切らせていただきます。

実施日 ３月２日（火）

地上デジタル放送に関する問合せ先
総務省 鳥取県テレビ受信者支援センター（デジサポ鳥取)

緯(0857)36-9190 胃(0857)36-9191

（受付時間 平日の午前10:00～午後６:00）

時間定員会 場
11:00～12:0060郡家公民館
11:00～12:0060八東公民館
15:00～16:0050船岡公民館

社会人の皆さま、
“鳥短”で学びませんか？

とりたん

放送大学４月入学制募集
放送大学は、テレビなどの放送を利用して

授業を行う通信制の大学です。心理学、福

祉、経済、歴史、文学、自然科学など、幅広

い分野を学べます。ただいま平成22年度第

１学期（4月入学）の学生を募集しています。

願書受付は ２月28日（日）までです。

【資料請求・お問い合わせ先】
『放送大学鳥取学習センター』
鳥取市富安2-138-4（市役所駅南庁舎5階）
緯（0857）37－2351
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上下水道の適正な管理をお願いします

宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅内内内内内内内内内内内内内内内内のののののののののののののののの漏漏漏漏漏漏漏漏漏漏漏漏漏漏漏漏水水水水水水水水水水水水水水水水点点点点点点点点点点点点点点点点検検検検検検検検検検検検検検検検はははははははははははははははは宅内の漏水点検は、、、、、、、、、、、、、、、、、
定定定定定定定定定定定定定定定定期期期期期期期期期期期期期期期期的的的的的的的的的的的的的的的的にににににににににににににににに行行行行行行行行行行行行行行行行いいいいいいいいいいいいいいいいままままままままままままままままししししししししししししししししょょょょょょょょょょょょょょょょうううううううううううううううう！！！！！！！！！！！！！！！！定期的に行いましょう！

宇生活実態が変わらないのに、水道使用水量
が急に増えた。

宇晴れているのに不自然な
水たまりがある。
このような場合は、漏水の

可能性があります。ご家庭

の蛇口を全部閉め、メーター

ボックス内の水道メーターを定期的にご確認

ください。

蛇口を全部閉めても、水道メーター内のパ

イロット（銀色のコマ）が回り続ける場合は、

漏水が考えられます。この場合は、早急に八

頭町の指定工事店へ修繕を依頼してくださ

い。（メーター器から宅内側の漏水修繕は、

自己負担となります）

公公公公公公公公公公公公公公公公公共共共共共共共共共共共共共共共共下下下下下下下下下下下下下下下下水水水水水水水水水水水水水水水水道道道道道道道道道道道道道道道道・・・・・・・・・・・・・・・・農農農農農農農農農農農農農農農農業業業業業業業業業業業業業業業業集集集集集集集集集集集集集集集集落落落落落落落落落落落落落落落落排排排排排排排排排排排排排排排排水水水水水水水水水水水水水水水水にににににににににににににににに流流流流流流流流流流流流流流流流せせせせせせせせせせせせせせせせるるるるるるるるるるるるるるるるのののののののののののののののの共下水道・農業集落排水に流せるのははははははははははははははははは
しししししししししししししししし尿尿尿尿尿尿尿尿尿尿尿尿尿尿尿尿とととととととととととととととと家家家家家家家家家家家家家家家家庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭等等等等等等等等等等等等等等等等のののののののののののののののの雑雑雑雑雑雑雑雑雑雑雑雑雑雑雑雑排排排排排排排排排排排排排排排排水水水水水水水水水水水水水水水水ののののののののののののののののみみみみみみみみみみみみみみみみでででででででででででででででですすすすすすすすすすすすすすすすし尿と家庭等の雑排水のみです

毎月異物が流され、中継ポンプの異常が発

生しています。下水道には、異物（生理用品・

タオル・雑巾・下着等衣類）や油類を流さな

いようお願いします。

また、農薬の余りや容器の洗浄液も絶対に

流さないようにお願いします。

【お問い合わせ先】
本 庁 上下水道課 緯76-0207
船岡支所 産業建設課 緯72-3973
八東支所 産業建設課 緯84-1228

(＋ ４)世帯5,890世帯数八頭町の
世帯数と人口

１月１日現在
（ ）内は前月比

(－17)人19,464総人口
(－11)人9,388男
(－ ６)人10,076女

年 齢ところ名 前日 付お
く
や
み

58歳(大 江)森下 租中11月 9日

84歳(落 岩)勝原 幸江12月11日

67歳(賀茂町)綾木 好雄11日

80歳(船岡殿)石井 良一14日

81歳(才 代)石井 薫14日

97歳(門 尾)塚本 富子15日

87歳(安井宿)内田壽枝子18日

60歳(久能寺)田嶋 春夫20日

92歳(土師百井)三木21日

75歳(隼 福)松田 三郎25日

83歳( 南 )瀬戸根きくの26日

85歳(国中１)片山喜久惠26日

69歳(塩 上)清水 定子28日

85歳( 島 )竹内かよ子28日

81歳(才 代)川西 時春29日

86歳( 南 )八田 清司30日

83歳(用 呂)矢部 賢禹1月 1日

85歳(皆 原)幸本 勲6日

69歳(日 田)井尻 義嗣7日

66歳(下 野)小倉 稔7日

82歳(鍛冶屋)青木 猛9日

ひとのうごき 平成22年１月10日届出現在（敬称略）

おとうさん･おかあさんところ名 前誕生日お
め
で
た

剛 ・明日美(天王木)村田 結佳
ゆい か

12月 5日

孝 人・里 枝(才 代)細田 孝晟
こうせい

9日

悟 ・ 舞(日 田)山本 鉄
てっ

生
しょう

13日

博 文・さやか(下大坪)勝原愛未沙
あ み さ

15日

裕 樹・智 美(才 代)中田 稔々
ね ね

20日

大 輔・晃 子(南ケ丘)亀井 琉
りゅう

真
ま

21日

憲 之・なつき(フローラル)西村 琉
りゅう

聖
せい

27日

賢 ・麻 衣(才 代)花木 蒼唯
あお い

30日

有
料
広
告

固定資産税（第4期分）

完納にご協力をお願いします

の納付月です

2月は…
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男女共同参画啓発シリーズ◯45

「結婚」から考える男女共同参画
近年、男女を問わず結婚しない人が増加してい

ます。男女が共に人生を生きる「結婚」は、男女の
パートナーシップを考える上で重要なテーマです。
日本女性初の宇宙飛行士・向井千秋さんの夫の
向井万起男さんは、「結婚して20数年、ほとんど別
居生活だけれど自分が不幸だとは思わない。女房
は僕に尽くすために生まれてきたわけじゃあない
から。人は男女を問わず、自分らしく生き生きと生
きるのが一番幸せだから」と語っています。
向井さん夫婦のように、現代のように多様化する
社会では、男性と女性が「折り合い」をつけながらい
かにして人間関係を築いていくかが、「結婚」に踏
み切る、また結婚を継続させていくための「鍵」とな
りそうです。

nor ation

2010.2.1
N
o.59

再生紙と環境にやさしい大豆油インキを使用し印刷しています

広
報
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本格的な冬を迎え、横
フェン

城も時々雪が降ってきます。
ソン

雪が降る光景は八頭町もそうですが、とても幻想的で美

しいです。

横城郡には、総合社会福祉館という八頭町でいえば社

会福祉協議会みたいな所があります。そこで週２回、韓

国語講座が行われおり、私もその講座に通っています。

この韓国語講座は、外国人向けに行われており、韓国語

の習熟度に応じて３つのクラスに分かれています。基

本的に講座は全て韓国語で行われています。授業は韓

国語の勉強になるのはもちろん、韓国文化の紹介もあ

り、たくさんのことを学ぶことができます。

受講生は、中国、モンゴル、カザフスタン、ベトナム、

フィリピンなど様々な国から来ており、教室は国際的な

雰意気で溢れています。

また、横城郡庁でも様々な講座が行われています。一

般住民を対象としたギター講座や日本語講座、中国語講

座、ダンス講座、編み物講座、書芸講座などがあります。

私は、ギター講座に通っています。ギターは、講座に

誘ってくださった郡庁職員の方に借りしました。講座

には、高校生から50代までと幅広い年齢層の方が来ら

れており、毎回10名程度で受講しています。

今までギターを弾いたこともなく、講座は韓国語で行

われるので、分からないことも多いですが、受講生の皆

さんが親切にギターの弾き方などいろいろ教えてくれ

ます。八頭町に帰るまでにいろんな曲をマスターした

いと思います。

韓国では子どもの満１歳の誕生日を大勢の人を招き

たくさんのご馳走を用意して祝います。韓国語で「

（トルチャンチ）」といいます。郡庁職員のお子さんが

満１歳になるということで誕生会が開かれ、私も参加し

たのですが、宴会場に入りきらないほどの人が集まって

いました。

このようなお祝いは、満60歳を迎えた時にも行いま

す。この世に生を受けたことを大勢の人に祝ってもら

える文化は素晴らしいと思いました。

年が変わり、研修期間も残り少なくなってきました。

今まで以上に毎日を大切にし、１つでも多くのことを学

びたいと思います。

韓国横城郡に派遣 八頭町総務課 田中 健滋

ギター講座の様子

こんに
ちは！


